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取扱説明書 

パーソナルコンピューター 

品ま CF-T4 シリーズ 


(0 説明書の種類を] 


はじめに 

『ご使用の前に』 

読む 

最初に「付属品を確認する」で 
付属品を確認してください。 


なに読む 


『取巧説明書』 体書) 



『困ったとをの Q&AJ 

必要な 
> をに 

mm LAN 接続ガイ N 

読む 

(機種によっては、『無線 LAN 接 


続ガイド』が付属していない場 


合びあります） 


『操作マニュアル』 

周辺機器の使用ち法や省電力機能など、 
本機をより活用するための機能を説明し 
ています。 


『セキュリティガイド』 

本機のセキュ U ティ機能について説明し 
ています。 


『内蔵セキュリティチップ 
( TPM ) ご利用の手引き』 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) のイン 
ストール方法などを説明しています。 


『バッテリー等の上手な使い方』 

バッテ U —をでさるだけ長持ちさせ、駆 
動時間を長くする方法などを説明してい 
ふ 〇 


『内蔵モデムコマンドー覧』 

モデムの設定で使用するコマンドの一覧 
です。 


画面で見るマニュアルの見かた：11ページ 


保証書別添付 


このたびはパナソニックパーソナルコンピューターをお買い上げいただき、まことにありびとラございました。 
-この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

特に r を全上のごを意」 （6 〜9ページ）は、ご使巧前に必ずお読みいただき、を全にお使いください。 
お読みになった後は、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読みください。 

•保証書は r お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、販売店か日お受け取りください。 


上手にほって上手に節電 


画面で見る 


紙で見る 


つたとさは 


守って快適に 


つてみる 


まず準備 


大切な情報 
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.4 : 本書の 4 ページをご覧ください。 


を < じの 
見かた 


『ご使用の 前に』 ：付属のに使用の 前に』 をご覧ください。 

『困った ときの Q & A 』 ：付属の 『困った ときの Q & A 』 をご覧ください。 


『操作マニュアル』第2章 


二『セキュリティガイド』 


画面で見る『操作マニュアル』の第2章をご覧ください。 
起動方法：^11ページ 

画面で見る『セキュリティガイド』をご覧ください。 
起動方法：^11ページ 


知準備 

まを上のご•ミち意 . 6 

ほ用上のお願い/表記について 

使用上のお願い . 10 

表記について . 10 

画面で見るマニュアルの見かた【操作マニュアルの見かた）… .11 

• 化大表术する 
-印刷ずる 

二『操作マニュアル』第1章 

V 


各自 B のを抑と働ま . 12 

はじめて使ラとま . 14 

Windows の□グオンパスワードを忘れたときの 

ために . 18 

画面の表示について . 19 

画面の明るさを調整ずる . 20 


^つてみる（基本的な操作） 

電源を入れる/切る . 21 

電源を入れる . 21 

電源を切る . 22 

ホイー/レッドを使ラ . 23 

基本操作 . 23 

• スク□ールずる 
• タップ機能を無効にずる 
-ホイールパッドに触れたとさの感度を調整ずる 
-ホイールパッドの取り扱い 

与 『操作マニュアル』第2章 

キーボードを使う . 24 

Fn キーを使ラ（基本説明のみ） . 24 

• Fn キーを 使う 

• Hotkey 設定 

-テンキーモードで使ラ 

二『操作マニュアル』第2章 

巧態表示ランプ . 25 

二『操作マニュアル』第2章 


ッ テリー ック . 26 

バッテ U —残量を正確に表示させるために 
(バッテ U -残量表示補正ユーティ U ティ） ....... 26 

バッテ U —の長寿命/長時間駆動を切り替える 
(エコノミーモード作 C 0) 切り替えユーティ U ティ） ..... 27 

-バッテ U —パックに関ずるお願い 
-バッテ U —駆動時間について 
-バッテ U —の状態を確認ずる 
• バッテ U —の残量を確認ずる 
-バッテ U —パックを交換ずる 
二『操作マニュアル』第2章 

消費電力を節約する 

ク『操作マニュアル』第2章 

巧回、すぐに操作を始めるために 

• 使用上のお願い 

-スタンバイ-休止状態機能を使って操作を終 
わる 

- U ジュームずる（スタンバイ•休止状態から 
の復帰） 

ぅ『操作マニュアル』第2章 

パスワードと八ードディスク巧 護 . 29 

二『操作マニュアル』第2章 
二『セキュリティガイド』 



































^ つてみる（力ードや周辺機器を使ラ） 

PC 力ードを使う 

• PC カードの取り付け/取り出し 

二『操作マニュアル』第3章 

SD メモ U - 力ードを使ラ 

• SD メモ U —カードの取り付け/取り出し 

二『操作マニュアル』第3章 

SD メモ U - 力ードにぶるセキュ U テイ機能 

-はじめて SD メモ U —カードのセキュ1」テイ 
設定を行ラ 

• 設定内容を変更ずる/他の SD メモ U —力一 
ドを設定ずる 
• こんなときは... 

-セキュ U テイ機能を設定した SD メモリー 
カードを紛失した b 

二『操作マニュアル』第3章 


メモリーを i 曽設する . 30 

RAM モジュールの取り付け/取り外し . 30 

巧部ディスプレイを接続する 

• 接続ずる 

-表示先を切0替える 
-拡張デスクトップモードについて 

二『操作マニュアル』第3章 

USB 機器を接続する（か部マウスなど） 

- USB 機器の取り付け/取り外し 
• 外部マウスを使ラとさ 
- USB フ□ッピーディスクドライブを使うとき 
• プ U ンターを使うとき 

二『操作マニュアル』第3章 


^つてみる（通信ずる） 

インターネットに接続する 


• インターネットとは？ 

•インターネットに接続ずるには _ 

• Internet Explorer/Outlook Express のァータを 
バックアップずる 

二『操作マニュアル』第 4 章 

電話回線に接続する 

• 接続ずる 

-モデムによる U ジューム機能（モデムリング 
1」ジューム機能） 

• AT コマンドでモデムの設定を変更ずる 

与 『操作マニュアル』第 4 章 

LAN でネットワークに接続する 

• 接続ずる 

• LAN Wake Up 機能をち効にずる 

与 『操作マニュアル』第 4 章 


お線 LAN で通信する . 32 

無線 LAN の電源を入れる/切る . 32 

無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a のち効/無効を 

切り替える（基本説明のみ） . 32 

無線 LAN ご使巧時のセキュ U ティについて ..... 33 

-使用上のお願い 

• 無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a のち効/無効を 
切り替える 

-通信の状態を確認ずる 
-無線 LAN アクセスポイントに接続ずる 
-本機の暗号化の設定を変える 
• インターネットに接続ずる 
• 無線 LAN 対応のコンピューター間でデータを 
やり取0ずる 
• FREESP 0 T で使ラ 
• プ□ジェクターとワイヤレス接続ずる 
^『操作マニュアル』第 4 章 

いろいろな場所でネットワークに接続 

•ネットワークへの接続方法や接続先を切り替 
文る 

•ネットワークへの接続設定を登録ずる 
-ネットセレクターのその他の機能 

『操作マニュアル』第 4 章 
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つたとまは 


各 Q&A . 『困ったとまの Q&AJ 

コンピューターの使用げ態を確認する 

二『操作マニュアル』第6章 




アプ U ケーシヨンの巧い台わせ巧 . 47 

再インストールするりトドディスクリカバリー） ...48 

再インストールの前に . 48 

再インストールずる . 49 


切な情報 

ソフトウェア使用許語 書 . 53 本機を最新の巧態にする 

本機の巧棄 .譲; 语時にデータを消去する . 54 • Windows を最新の状態にずる (Windows 

テータ;肖去の刖に . 54 Update ) 

了一夕をずべて消去ずる . 54 . ドライバーや BIOS などを更新ずる 

仕様 . 56 三 『操作 マニュアル』 第 7 章 

消耗品-ち寿命自 B 品について . 59 

巧証とアフターヴービス . 60 

少理巧巧表 . 62 
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まを上のごを意 


(必ずお守りください) 


お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただ<ことを、次のよラに説 
明しています。 

• 表示内容を無視して誤った使い方をしたとさに生じる危害や障害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 危険 

この表示の欄は、 
でず。 

r 死 t または重傷などを負ラ危険び切迫して生じることび想定される」内容 

A 警告 

この表示の欄は、 

r 死 t または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容でず。 


この表示の欄は、 

r 傷害を負ラ可能性または物質的損害のみび発生ずる可能性び想定される」 

主思 

内容でず。 


お守りいただ<内容の種類を、次の絵表示で、説明していまず。（下記は絵表示の一例でず。） 


0 

このよつな絵表术は、 

してはいけない「禁止」内容でず。 

〇 

このよつな絵表术は、 

必ず実行していただく「強制」内容でず。 


バッテリーパックに関ずるを意 


义中に投入したり加熱した 
りしない 


(S) 


禁止 



発熱.発火.破裂.爆発の原因にな D 
ます。 


A 危険 


ネックレス、ヘアピンなどと 
一緒に持ち運んだり保管し 
たりしない 


(S) 



禁止 

発熱•発火-破裂の原因になります。 


クギで刺したり、衝撃を与え 
たり、分解•改造をしたりし 
ない 


(S) 


禁止 



巧漏れ'発熱•発火-破裂の原因にな 
ります。 


プラス （+) とマイナス（一）を 
金属などで接触させない 


(S) 



禁止 

発熱•発火-破裂の原因になります。 


义のそばや炎天下など、高温 
の場所で充電-使用-放置を 
しない 


(S) 


禁止 



液漏れ.発熱.発火.破裂の原因にな 
ります。 


指定された方法で充電する 


〇 



取扱説明書に記載された方法で充電し 
ないと、液漏れ•発熱•発火-破裂の 
原因になります。 


付属の充電式電池は、必ず本 
機で使用する 


〇 



CF-T4 シ1」ーズ専用の充電式電池で 
す。本機(外に使用すると、液漏れ- 
発熱•発火-破裂の原因になります。 


必ず、指定のバッテリーパッ 
クを使用する 


〇 



指定(付属および指定の別売り商品）し U 
がのバッテ1」ーパックを使用すると、 
発熱■発火-破裂の原因にな D ます。 


まず準備 
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么警告 


異常び起さた5すぐに電源プラ 
グとパッテリーパックを巧く 


電源プラグをお< 



-本体が破損した 
-本体内に異物が入った 
-煙が出ている-異臭びずる 
. 写岸;に鄙い 

などの異常状態のまま使巧ずると、 
义災-感電の原因になりまず。 

■異常び起きたら、すぐに電源スイッ 
チを切って電源プラグを抜を、その 
後バッテ U - パックを抜いて、販売 
店にご相談ください。 


電源コード•電源プラグ ‘AC 
アダプターを破損するよう 
なことはしない 

傷つけたり、加工したり、熱器具'') 

に近づけたり、無理に曲げたり、 
わじったり、引っ張ったり、重し’ 

物を載せたり、まわたりしない 



禁止 


傷んだまま使用すると、感電-シヨ- 
卜- 乂巧の原因にな0ます。 

■コードやプラグの修理は、販売店 
にご相談ください。 


電源プラグのほこり等は定 
期的にとる 


〇 



プラグにほこり等びたまると、湿気等 
で絶縁不良となり、乂巧の原因になり 
ます。 

■電源プラグを抜を、乾いた巧でふ 
いて < ださい。 

長期間使用しないとをは、電源プ 
ラグを巧いてください。 


コンセントや配線器具の定 
格を超える使い方や、交流 
100 V むがでの使用はしない 



禁止 

たこ足配線等で定格を超えると、発熱 
による火巧の原因になります。 


本機を改造しない 

また、本書に記載のない方法 

で分解しない 



分お禁止 


A 警告 


高電圧にま意 
本機を分解•改造しない 


[本体にま示した事項] 


内部には電圧の高い部分びあり、感電 
の原因になります。また、改造や間違つ 
た方法での分解は火災の原因にちなり 
ます。 


めれた手で電源プラグの巧 
さ挿しはしない 


磯) 



めれ手禁止 

感電の原因にな D ます。 


本機の上に水などの液体び入つ 
た容器や金属物を置かない 


0 


禁止 



水などの液体びこぼれたり、クリップ、 
コインなどの異物び中に入ったりする 
と、火災-感電の原因になります。 
■内部に異物び入った場合は、すぐ 
に電源スイツチを切って電源プラ 
グとバッテ U —パックを抜を、販 
売店にご相談 < ださい。 


雷び鳴りはじめた5、本機やケーブルに®6れない 



接触禁止 


感電の原因になります。 


電源プラグは根元まで確実 
に挿し込む 


〇 



挿し込みび不完全ですと、感電や発熱 
による火巧の原因になります。 

■傷んだプラグ、ゆるんだコンセン 
卜は使用しないでください。 


SD メモリーカード（別売り） 
は、乳幼児の手の届くところ 
に置かない 

誤って飲み込むと、身体に悪 
(X J 影響を及ぼします。 

禁止 

■万一、飲み込んだと思われるとを 
は、すぐに医師にご相談ください。 
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まず準備 
























まを上のご注意 


む臓ペースメーカーの装着 
部位から22 cmlU 上離す 


〇 


電;皮によりぺースメーカー 
の作動に影響を与える場合 
びありまず。 


病院內や医用電気機器のあ 
る場所では電源を切る‘ 1 (手 
術室、集中治療室、 ccu ‘ 2 等 
には持ち込まない） 


〇 


本機からの電波び医用電気 
機器に影響を及ぼずことび 
あり、誤動作による事故の 
原因になりまず。 


么警告 


航空機内では電源を切る< 


〇 


運航の安全に支障をきたず 
おそれびあ0まず。航空機 
内での使用につい口ま、航 
空会社の指示に従つてくだ 
さし'!。 


満員電車の中など混雑した 
場戸斤では、付近にむ臓ぺース 
メーカーを装着している方 
びいる可能性びあるので、電 
源を切る‘ 1 


〇 


電;皮によりぺースメーカー 
の作動に影響を与える場合 
びありまず。 


自動ドア、义災報知器等の自 
動制御機器の近くで使用し 
ない 

本機からの電波び自動制御 
(\ ) 機器に影響を別まずことび 
あり、誤動作による事故の 
禁止 原因にな0まず。 

1 やむをえずこのよ5な環境でコン 
ピューター本体を使用するとをは、無 
線 LAN 切り替えスイッチを左 (OFF 
側）にスライドして無線 LAN の電源 
を切ってください。ただし、航空機の 
離着陸時など、無線 LAN の電源を切っ 
てちコンピューターの使用び禁止さ 
れている場合ちありますので、ま意し 
て < ださい。 

2 CCU とは、冠状動脈疾患監視病室の略 
称です。 


不ま定な場所に置かない 


S) 

禁止 


の原因になることびあ0ま 
ず。 


A を意 


\ 

湿気やほこりのをい場所に 

/ 


置かない 



火災*感電の原因になるこ 



(X ^と;^りまず。 


J 

禁止 

^ J 

\ 


本機の上に重いちのを置か 
ない 

) 行 ンスびくずれて倒れた 
り、落下したりして、けび 
の原因になることびありま 
禁止 ず。 


電源プラグを接続したまま 


ふとんや毛布などをかぶせ 


炎天下の車中に長時間放置 

移動しない 


たまま使用しない 


しない 

電源コードび傷つき、乂災. 


内部に熱びこもり、キヤビ 


ィー、^高温により'キャビネット 

(X ) 感電の原因になることびあ 


へ）ネットび変あしたり、内部 


(X ) び変おしたり、内部の部品 

、三/りまず。 


/の部品び故障または劣化し 


び故障または劣化したりず 

禁止 


禁止 たりずることびありまず。 


^ 止 ることびありまず。このよ 

•電源コードが傷ついた場をは、す 


このような状態のまま使用 


ラな状態のまま使用ずる 

ぐに電源プラグを抜いて販売店に 


ずると、ショートや絶縁不 


と、シヨートや絶縁不良等 

ご相談 < ださい。 


良等により火災-感電につ 


により火災-感電につなび 

V J 


ながることがあります。 

L J 


ることがあります。 

^ J 


まず準備 
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A を意 


r ^ 

電源コードはプラグ部分を 


r A 

へッドホン使用時は、音量を 

持って巧く 


上げすぎない 

電源コードを引っ張ると 


ちを刺激ずるよラな大さな 

mm コー陆く傷っき、火災.感 


(\ ) 音量で長時間続けて聞< 

S の願になることびあり 


と、聴力に悪い影響を与え 

ます。 

V _ J 


禁止ることがあります。 

V _ J 


1時間ごとに10〜15分間の休 
憩をとる 



長時間続けて使用ずると、 
目や手などの健康に影響を 
別ますことびありまず。 




ぐ N 

LAN コネクターに 電話回線 や 
指定むがのネットワークを 
接続しない 

LAN コネクターにじ(下のよ 
(X ) ラなネットワークや回線を 
接続ずると、火災-感電の 
禁止原因になることびありま 
ず。 

• 100 BASE - TX 、 10 BASE-T しツ外の 
ネットワーク 

•電話回線 （ 一般電話回線、内線電 
話回線（構内交換機)、デジタル公 
衆電話など） 

V_ _ _ y 


モデムは一般電話回線で使 
用する 

〇 会社、事務所等の内線電話 
回線（構内交換機）やデジ 
タル公衆電話に接続した 
り、本機で対応していない 
国や地域 >3で使用したりず 
ると、火災-感電の原因に 
なることびありまず。 

\_/ 


長時間直接触れて使用しない 




禁止ど’ 4 の原因になりまず。 


N 



ま 

I 

ず 

1 

1 

準 

J 

備 


本機のモデムび対応している国や地域 
については58ページをご覧ください。 


ほ温やけどについて 

体温より少し高い温度のちのでち、皮 

膚の同じ個所に、長時間、直接触れて 

いると、低温やけどを起こすおそれび 

あります。 
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ほ用上のお願い/表記について 


使用上のお願い 


♦使用中にコンピューターび熱いと感じた!5 

• CPU の動作などによりコンピューターび熱くなることびありまずび、故障ではあり 
ません。 

• 次の設定を行ラと、コンピューター内部の発熱を下げることびでをまず。 

• [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源才 
プシヨン]をク U ックし、 [ 電源設定]を [ ポータブル/ラップトップ]または 
[バッテ U の最大利用]に設定ずる。 

•3 D グラフィックスを利用したスク U - ンセーバーを使っている場合は、他のスク 
U- ンセーパ'-(例 ： [Windows XP ]、 [ブランク])に変更する。 

スクリーンセーバーを変更するには、デスクトップをちク U ックし、[プ□パティ] 
-[スク U —ンセーノ（一]をク U ックし、スク U —ンセーノ（一名をク U ックして<だ 
さい。 

♦ 気温び高い場所でお使いになる場台 

• 気温び高い場所で連続してお使いの場合、コンピューター内部の発熱を下げるモー 
ドに入るため、一時的に動作び遅<なることびあ0まず。 


表記について 


表記 

表記の意味 

[ Enter ] 

キーボードの Enter キーを巧すこと。 

[ rn ] +扣田 

キーボードの Fn キーを巧しなび日、 F 5 キーを巧ずこと。 【 R 1】 と 【 CtH 】 （左側） 
の機能を入れ換えてお使いの場合 （今 36ぺージ）は、 【 fn 】 と 【 Ctrt 】 を置き換え 
てご覧ください。 

[スタート]-[検索] 

画面上の [ スタート]をク U ックした後、 [ 検索]をク U ックずること。 

み 

参照先 

を！ 

画面で見るマニュアルのこと。 


• 本書では、コンピューターの管理者の権限で□グオンした場合の手順や画面表示で 
説明していまず。制限付きアカウントのユーヴーや Guest アカウントで実行できな 
し、機能びあったり、画面表示び本書と違ったりずる場合は、コンピューターの管理 
ちの権限で□グオンして、操作してください。 

• 本書では、 r Microsoft ® Windows ® XP Professional Service Pack 2 セキュ U テイ強 
化機能搭載」を [ WindowsJ と表記しまず。 

• 別売0の商品について 

本書で使用している商品品番は変更になることびありまず。最新のカタ□グまたは 
ごホ目談窓口で確認してください。 


まず準備 
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|\ お fwe you can perform prindels み j (asks such as pa が setup ar 

_J\ か : 帅が , you need れ instala printer. 


次のマニュアルは、本機に保をされていて、「はじめて使うとき」の設定（今14〜18 
ページ）び終わった後起動して、見ることびでさまず。 

• PDF あ式の説明書（下記）をはじめて起動したとき 、 Adobe Reader の「エンドユー 
ヴ使用許諾契約書」画面び表おされた場合は内容を確認のラえ、 [ 同意ずる]をク 
U ックしてください。 

• Adobe Reader の使い方は 、 Adobe Reader のヘルプを参照してください。 

♦『操作マニュアル』を見る 


[スタート]- [操作 マニュアル] をク U ックする。 


♦『パ’ッテリー等の上手な使い方』を見る 




ブデスクトップの留壁鬻をダブルク U ックする。 

または、[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [オンライン 
マニュアル]- [バッテ U —等の上手な使いち]をク U ックしてください。 

♦ 『セキュリティガイド』/『内蔵セキュリティチップ ( TPM ) 
ご利用の手引を』を見る 


W 

ブ 


ブデスクトッ プの巧墨けィ をダブルク U ックする。 

• デスクトップに平《びない場合は、 [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- 
[ Panasonic ]- [オンライン マニュアル]- [ セキ ュ U ティガイド]をク U ッ 
クして<ださい。 

• 『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』については、『セキュ 
U ティガイド』をご覧ください。 

♦ 『内蔵モデムコマンドー覧』を見る 

1 [スタート]-[すべてのプログラム]- [ Panasonic ] -[オンライン 
マニュアル]- [内蔵モデム コマン ドー覽]をク U ックする。 

♦ Windows のヘルプを見る 


コンピューターの管理者の権限で□グオンし、[スタート]- 
[ヘルプとヴポート]をク U ックする。 

(制限 ユー ヴ ーで □グオンずると、一部参照でさないページびありまず。） 



お知 5 せ） 


PDF お式の説明書を印刷ずるとさに左の画面（英語）び表おされた場合、次の 
手順でプ U ンタードライバーをインス I -ールしてください。 

① [0 K ] をク U ックし、左の画面を閉じる。 

② [スタート]-[プ U ンタと FAX ] をク U ックずる。 

③ [プ U ンタのインストール]をク U ックずる。 

m 降、画面の指示に従ってプ U ンタードライバーをインストールしてください。 


アルの見かた 


画面で見るマニ 
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る部の名赖と働を 


ま 

ず 

準 

備 


を称 

働さ/参照巧 

A 

フアンクシヨンキー 

tn 】 キーと組み合わせて巧ずと、各キーに割り当て b れている機能び働をまず。 

今24ぺージ 

B 

キーボード 

— 

C 

ホイールパッド 

今23ぺージ 

D 

電源スイッチ/ /K 

電源状態表示ランプ U 

約1秒間スライドずると電源び入0、電源状態表示ランプび点打しまず。 

(電源スイッチ今21ページ/電源状態表示ランプ今25ページ） 

E 

無線 LAN 切り WIRELESS LAN 
誓ススイッチ 

無線 LAN の電源を入れる（ち側）/切る（左側）を切り替えまず。今32ページ 

F 

状態表示ランプ 

ECO 日国の画昌 

今 25 ぺージ 



G 

ディスプレイ（内部 LCD ) 

明るさ調整： tn 】 + 【 n 】 （下げる）/ 【 Ri 】 + t 2】 （上げる） 

• AC アダプターを接続しているとさと接続していないとさの明るさの設定を、別々 
に保持でさまず。 

H 

スピーカー 

• 音量調整： 【 R1 】 + 【巧】 （下げる）/ [ Fn ] + [ F 6] (上げる） 

• スピーカーのオン/オフ： 【 Fn 】 + 【 f 4】 

I 

LAN コネクター 麗 

LAN ケーブルを接続しまず。 

今^『操作マニュアル』 r 第 4 章： LAN でネットワークに接続ずる」 

J 

モデムコネクター & 

モジュラーケーブルを接続しまず。 

今^『操作マニュアル』 r 第 4 章：電話回線に接続ずる」 

K 

セキュ U ティ□ック 

Kensington 社製のセキュリティ用ケーブルを接続ずることができます。 

接続のしかたはケーブルに付属の取披説明書をご覧<ださい。 

L 

USB コネクター ベ 

USB ケーブルを接続しまず。 

今^『操作マニュアル』 r 第 3 章： USB 機器を接続ずる（外部マウスなど)」 

M 

無線 LAN 用アンテナ 
(内敲 

無線 LAN 通信用のアンテナび内蔵されていまず。 

今^『操作マニュアル』 r 第 4 章：無線 LAN で通信ずる」 
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I 

拡張メモ u -スロット 

今30ぺージ 

J 

ラッチ 

バッテ U —パックび正し < 取り付け b れると自動的に□ックされまず。 

K 

ラッチ 

バッテ U —パックの取り付け/取り外し時に、手動で□ックを解除します。今14ぺージ 

L 

ルッテ u —パック 

今14ページ、^『操作マニュアル』「第2章：バッテ U - パック」 


名称 

働さ/参照巧 

A 

電源端モ GH が 5) 

AC アダプターを接続しまず。今15ページ 

B 

外部ディスプレイ n 

コネクター 

外部ディスプレイのケーブルを接続しまず。 

今^『操作マニュアル』 r 第3章：外部ディスプレイを接続ずる」 

C 

PC 力ードス□ット 

今^『操作マニュアル』 r 第3章： PC 力ードを使ラ」 

D 

SD > (モ U —カード 
ス□ット 

SD メモ U —力ード専用でず。マルチメディアカードには対応していません。 

今^『操作マニュアル』 r 第3章： SD メモ U - 力ードを使ラ」 

E 

SD メモ U - 力ード！§司 
状態表示ランプ 

今25ぺージ 

F 

ディスプレイラッチ 

ディスプレイを閉じてラッチび □ ック状態になると、スタンノ（イやイ木止状態に入りま 
ず。操作を再開ずるとさはディスプレイを開けて<ださい。 

今『操作マニュアル』 r 第2章：次回、ずぐに操作を始めるために」 

G 

マイク入力端子 f 

コンデンサー型モノラルマイク□ホンの2極プラグタイプと3極プラグタイプを使用 
でさまず。それじ(外を使用ずると、音の入力びでさなかったり、故障の原因になった 
りずる場合びありまず。 

H 

オーディオ出力端モ n 

市販のオーディオ用ヘッドホン、アンプ付さスピーカーなどを接続しまず。接続ずる 
と、内蔵スピーカーか b の音は出な<なりまず。 


fgh 




K 


ABC D E 


まず準備 
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はじめて使うとを 


お買い上げ後、はじめて Windows の操作を始めるまでの操作手順を説明します。 


付属品を確認する。（今付属の『ご使用の前に』） 





ソフトウェア使用許諾書（今53ページ）に同意する。 

本機の包装袋のシールをはびず前に、必ず内容を確認してください。 



ス 


本体を裏返し、バッテ u — パックを取り付ける。 

① バッテ U - パックの左側のラッチ（手動： A ) を□ック解除 （,） の方向 
にスライドずる。 

② バッテ U —パックの向をに注意して、矢印の方向にスライドさせて取0付 
ける。 

③ 左側のラッチ（手動： A ) を□ック （ A ) の方向にスライドし、しっかり 
と固定されていることを確認ずる。 

(ち側のラツチは、バッテ U - パックび正しく取り付けられると自動的に 
□ックされまず。） 




必ずラッチの□ック状態を確認してください。正しく □ ックされていない状態 
で本機を持ち運ぶと、バッテ U —パックび外れることびありまず。 

バッテ U —パックや本機のコネクター部分に触れないよラにしてください。 
巧れ•損傷などで接触び悪<なると、十分に充電でさない、または本機び正し 
<動作しないことびありまず。 

バッテ U —パックに関ずるミ主意（今6ページ）をよくお読みください。 



ス 


① ディスプレイラッチ （ B ) を押しなびら、 

② C (下図）の部分を持ってディスプレイを開ける。 

• ディスプレイを必要じ(上 （140° じ(上）に開けたり、必要じ(上の力を液晶 
部分に加えたりしないでください。また、液晶部分の端を持って開閉しな 
いで < ださい。 



まず準備 
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GK^ 


AC 100 V 





AC アダプターを接続す る。 

• はじめて使ラと去の操作び完了するまで、必ず接続しておいてください。 

バッテ U —パックと AC アダプターけ外の周辺機器は接続しないでください。 
• 接続ずると、自動的にバッテ U —パックの充電び始まりまず。 

充電時間：電源オフ時約5時間/電源オン時約7時間 
(コンピューターの動作状態により異なりまず。） 



A を意 


AC アダプターに強い衝撃を加え 
ない 

落とすなどして強い衝撃び加 
わった AC アダプターをそのま 
ま使用すると、感電•シヨート- 
禁止 火災の原因になることびあ0 
まず。 


Q 


• AC アダプターの 修理は、販売店にご巧 
談ください。 


必ず指定の AC アダプターを使用 
する 

指定じ(がの AC アダプターを使 
用ずると、火災の原因になるこ 
とびありまず。 


〇 




電源を入れる。 

電源スイツチ&を約1秒間スライドし、電源状態表示ランプ&び点なしたら 
手を離しまず。 


•。'刷 M 


電源スイッチを4秒じ(上スライドしないでください。強制的に電源び切れまず。 
電源スイッチを連続してスライドしないで<ださい。 

「Windows XP セットアップウィヴードの開始」画面び表示されるまでしば日く 

時間びかかりまずので、キーを巧したり、ホイールパッドに触れたりしないで 

<ださい。 

手順7び完了ずるまで、セットアップユーティ U ティの設定を変更しないでくだ 
さい。 Windows のセツトアップび正しく動作しない場合びありまず。 


A 





Windows をセットアップする。 

力ーソル（み）の移動やボタンなどの選択（クリック）には、ホイールパッ 
ド （ A ) と左ボタン （ B ) を使いまず。 

① 「Windows XP セットアップウィヴードの開始」画面で[次へ]をク U ックず 
る。 

② 「ライセンス契約」画面で使用許諾契約をよく読んで、[同意しまず]をク 
U ックして、[次へ]をク U ックずる。 

• 「同意しません」をク U ックした場合、 Windows のセットアップび中止 
されまず。 


まず準備 
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はじめて使 5 とを 



③ r 地域と言語のオプション」画面で正しい地域を設定して、[次へ]をクリッ 
クずる。（工場出荷時は曰本に設定されていまず。） 

④ 「ソフトウエアの個人用設定」画面で名前を入力して、[次へ]をク U ックず 
る。（組織名は入力しなくてちかまいません。） 

⑥「コンピューター名と Administrator のパスワード」画面で、コンピューター名 
とパスワードを入力して、[なへ]をク U ックする。 


25ぺージ）に 


-ターと接続ずる場合に、 
-クに接続しない場合は、 


• 文字入力の設定びキャップス□ックやナム□ック（今 
なっていないことを確認してください。 

• コンピューター名： 

ネットワークを使用して複数のコンピュ- 
本機を識別ずるための名前でず。ネットワ’ 

変更する必要はあ0ません。 

• 設定したパスワード： 

必ず覚えておいてください。 Windows に□グオンで去なくなります。 
• パスワードを設定せずに次へ進んだ場合： 

Windows のセットアップ後に [ コント□-ルパネル]でパスワード 
を設定でさまず。 

詳しくは、^『セキュ U テイガイド』 r ステップ6」をご覧ください。 


⑥「曰付と時刻の設定」画面で正しい曰付と時刻、タイムゾーンを設定して 
[なへ]をク U ックずる。 

• ^やづをク U ックして設定できまず。 

• 設定び正しい場合は、[次へ]をク U ックしてください。 


[ なへ]をク U ックした後、2〜3分程度 r 曰付と時刻の設定」画面び表 
おされたままになる場合びありまず。キーボードやホイールパッド 
などを操作せずにそのままお待ちください。 

各種設定び自動的に行われた後、コンピューターび自動的に再起動 
し、 Windows び起動しまず。 


⑦手順⑥で設定したノ（スワードを入力して國をク U ックずる。 

Windows に□グオンできまず。 

• パスワード入力時に文字入力の設定びキャップス□ックやナム□ック 
になっていないことを確認してください。（今17ページ手順⑧） 


このメ ツセー ジはエ ラー 
メ ツセージではありません。 


々 3シ fl — 夕がにさらされ tt ' SSI & tt ザホロます .XI 

ウイル;の阳 I アびインスト-:巧れひぶ(•巧巧が怖0ま 


r 。 ちを供夫するには、このルトンがリがしてくだな、 


Windows のセットアップび完了ずると 

-左記のメッセージび画面のち下に表示されまずび、続いて次の手順に進んで 
<ださい。 

これは、[コント□-ルノ（ネル]の[セキュ U ティセンター雌能び表示している 
メッセージで、エラーメッセージではありません。このメッセージについて 
は、付属の『困ったときの Q & A 』 「タスクトレイの Q & A 」 をご覧ください。 

• 無線 LAN 切り替えスイッチびち （ ON 側）にある場合は、無線 LAN の電源び入 
り、オンの状態になりまず。無線 LAN の電源を切りたい場合は、左 （ OFF 側） 
にスライドしてください。 


まず準備 
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本機を使用するユーザーを識別するための「ユーザーアカウン 
卜」を作成する。 

• メールの設定やパスワード U セットディスク（今18ページ）などの各種 
操作を行ってからユーヴーアカウントを作成ずると、それまでのメールの 
履歴や設定内容び使用でさなくなりまずので、ここでユーヴーアカウント 
を作成しまず。 

① [スタート:|*1 - [コント□-ルパネル]-[ユーヴーアカウン h をク U ックし、 
[新しいアカウントを作成ずる]をク U ックずる。 

‘1 Windows のセットアップ直後は、[スタート]びク U ックされた状態（[スタート] 
の上に[すべてのプログラム]などのメニューび表示された状態）になっている場 
合びあります。 

② アカウントの名前を入力して、[次へ]をク U ックずる。 

(例： Panasonic ) 

• アカウントの名前に使用でさない文字列 

CON 、 PRN 、 AUX 、 CLOCKS . NUU C 0 M 1 ~ C 0 M 9、 LPT 1 〜 LPT 9 

③ [アカウントの作成]をク U ックずる。 

• 最初に作成ずるユーヴーアカウントは「コンピューターの管理ち」じ ( 
外選べません。 

「コンピューターの管理ち」のアカウントを作成ずると、なか b は制限 
ユーヴーのユーヴーアカウントち作成でをるよラになりまず。 

④ パスワードを設定ずる。 

• 本機を複数の人で使ラ場合、自分用のアカウントにパスワードを設定 
してお < ことをおずずめしまず。 

• パスワードを設定ずる場合は、パスワードを設定ずるアカウントをク 
リックしてから[ノ（スワードを作成ずる]をク U ックし、画面に従って 
ノ（スワードを入力して、[ノ（スワードの作成]をク U ックしまず。 

• 詰定したパスワードは化ず覚另ておいてくだホい。 パスワードを忘 
れたとさのために、ヒントになるちのを[パスワードのヒント]に入 
力しておくと便利でず。また、パスワード U セットディスクを作成 
しておくことをおずずめしまず。（今18ページ） 

パスワードを忘れると Windows を使用ずることびできません。 

⑤ [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をク U ックして、コンピューター 
を再起動する。 


© 「よラこそ」画面で、作成したユーヴーアカウント（ユーヴーのアイコン） 
をク U ックして□グオンずる。 

• 手順④でパスワードを設定していないと、「よラこそ」画面は表示され 
ません。 

• 手順④でパスワードを設定している場合は、パスワードを入力して 
国をク U ックしてください。正しいパスワードを入力ずるまで操作で 
さません。 

• 文字入力の設定び了ンキーモードに設定されている場合は、左図のよ 
うに 「NumLock (ナム□ック）お知らせ」画面び表示されまず。（今 

^『操作マニュアル』 r 第2章：テンキーモードで使ラ」） 

• 「よラこそ」画面には作成したユーヴーアカウントのみび表示され、 
Windows のセットアップ時に使用していた 「 Administrator 」 のアカウ 
ントは表示されません。 


まず準備 














































はじめて使 5 とを 


⑦画面ち下のタスクトレイの'(ホ色）をク U ックし、[自動更新をち効 
にずる]をク1」ックずる。 

さ日にウィルス対策として、ウィルス対策ソフトマカフィー®-ウイルス 
スキヤンをお使いいただくことちでをまず。（今44ページ） 

♦はじめて使ラときの操作はこれで完了でず 


f お知5せ） 


画面上の文字やアイコンびルさくて見にくい場合 
①[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] をク U ックずる。 

⑤[フォントサイズ拡大]をク U ックし、表示サイズをク U ックして、 [0 K ] をク 
U ックずる。 

「フォントサイズ拡大」の他に、画面の一部を拡大表示ずる r ズームビューアー」 

をありまず。 

(今^『操作マニュアル』 r 第5章：画面全体のアイコンなどを拡大表示ずる 
/画面の一部を拡大表示ずる」） 


Windows の□グオンパスワードを忘れたときのために 


ーザーアカウント 


な 房る。がホ-ム 

圓巧した化実 

ネットワーウバスワードを管5里する 


バスワードを忘れないようける 

ほかのアカウントをま!巧する 
巧しいアカウントを巧ぶする 


I 


現在のパスワードを解除して新しくパスワードを設定ずるパスワード U セット機能び 
ありまず。この機能を使ラには、次の手順に従って、あらかじめ、フ□ッピーディス 
クまたは SD メモ U —力ードをノ（スワード U セットディスクとして作成しておいてく 
ださい。 

① 別売りの USB フ□ッピーディスクドライブ（今付属のに使用の麵こ』） 
を本機に接続ずる。または、 SD メモ U - 力ードを本機の SD メモ U - 力一 
ドス □ッ 卜にセットずる。 

② [スタート]-[コント□ー ルノ（ネル]-[ユーヴーアカウン4をク U ックずる。 

③ □グオンしているアカウントをク U ックし、[関連した作業]内か b [パス 
ワードを忘れないよラにずる]をク U ックずる。 

じ(降、画面の指示に従ってパスワード U セットディスクを作成し、大切に 
保管してください。 

• パスワード U セットディスクで解除できるのは、各アカウントの□グ 
オンパスワードのみでず。セットアップユーティ U ティのパスワード 
を解除ずることはでさません。 


まず準備 
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画面の表示について 


電源を入れ、 Windows に□グオンしたとき、最細こ表おされる画面を「デスクトッス 
と呼びまず。（画面やアイコンは一例でず。） 


接@ i 2 i など 


♦デスクトップのアイコン 

ダブルク U ックずると、アプ U ケーシヨンソフトび起動したり、ウィンドウび開いた 
りしまず。 


田 


スタ-卜 


ク IJ ック 




♦[スタート]メニュ ー 

ク U ックずると、メニューび表示されまず。 

使いたいアプ U ケーシヨンソフトなどをメニューから選択し、ク U ックしまず。 

♦タスクトレイ（画面ち下） 

並んでいるアイコンにはそれぞれ役割びあり、機能設定や状態確認などを行いまず。 

• 本書で説明しているアイコンび表示されていない場合は、0をク U ックして表示 
させて < ださい。 

(本書で使用しているアイコンは、各種機能の設定や接続している機器など、環境 
によって、種類や順序び実際の表示と異なる場合びありまず。） 


ま 

ず 

準 

備 


アイつン 

名称と役割 

参照先 

曲 


Intel Graphics Media Accelerator Driver Tor Mobile y a 

コン（画面設定に使用） 

— 




ネットセレクターアイコン 

( LAN や無線 LAN などの接続設定に使用） 

今^『操作マニュアル』 r 第4章： 

いろいろな場所でネットワークに 
接続」 


または 

岛 

無線 LAN アイコン 

(無線 LAN の電源オン/オフの確認や IEEE 802.1 1 a の 
ち効/無効の切り替えに使用） 

今 32ぺージ 


に 


ポインティングデバイスアイコン 
(ホイールパッドの各種設定に使用） 

— 




スク□-ルアイコン 

(ホイールパッドユーティ U ティの状態確認や設定に使用） 

今^『操作マニュアル』 r 第2章： 
ホイールパッドを使ラ」 

でる 

または 

巧 

音量アイコン 
(音量の設定） 

今 Windows のヘルプ 


または 

我 

ワイヤレスネットワーク接続アイコン 
(無線 LAN の接続設定に使用） 

今^『操作マニュアル』 r 第4章： 
無線 LAN で通信ずる」 

巧 

または 

な 

ち線ネットワーク接続アイコン 
(ち線 LAN の接続設定に使用） 

今^『操作マニュアル』 r 第4章： 
LAN でネットワークに接続ずる」 

U 

または 


エコノミーモード （ ECO ) アイコン 

(現在のエコノ S —モード ( ECO ) の確認やモードの切り 

替えに使用） 

今^『操作マニュアル』 r 第2章： 
バッテ U —パック」 


§ 


バッテ U —メーターアイコン 

AC アダプターを抜<と表示。 （ r バッテ U メーター」画 
面の表示や電源プ□パティの調整に使用） 

今^『操作マニュアル』 r 第2章： 
バッテ U —パック」 
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はじめて使 5 とを 


アイつン 

名称と役割 

参照先 

または 

巧 

Windows セキユ U テイアイ]ン 

(セキュ U ティに関する設定状態の確認や設定に使用） 

今 43ぺージ 

HI または西 

Fn キーアイコン 

Hotkey 設定画面で [Fn キーの状態を画面に表おずる]に 
チェックマークを付けている場合のみ表示。 

(Fn キーの□ック状態の確認に使用） 

今 ^『操作マニュアル』「第2章： 
Fn キーを使ラ」 

翅 


ズームビューアーアイコン 

ズームビューアーを起動している場合のみ表示。 

け広大表示ウィンドウの表おやズームビューアーの各種 
設定に使用） 

今 ^『操作マニュアル』「第5章： 
画面の一部を拡大表おずる」 


画面の明るさを調整する 


を巧して調整してくださし、。 


押すごとに明るさび変わります。 

♦ AC アダプターを巧くと暗くなる 


AC アダプターをおくと… 


工場出荷時、 AC アダプターを 接続して 
いない状態では画面を暗くずるよラに 
設定されています。画面を暗<ずると 
消費電力を節約でさるので、バッテ U - 
での使用に適していまず。 

これは、 AC アダプターを接続しているとをと接続していないとをの明るさを、コン 
ピューターび別々に覚えているためでず。 AC アダプターを接続していない状態で 
tn 】 + 【 f2 】 を巧して明るくずると、その明るさび保持され、次に AC アダプター 
を抜いたとさち調整した明るさになりまず。 (明るくしていると、バッテ U —での駆動 
時間び短くなりまず。） 





まず準備 
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電源を入れる/切る 









電源を入れる。 

電源スイッチ山を約1秒間スライドし、電源状態表示ランプ山び点巧した 
ら手を離しまず。 

• 4 秒じ(上スライドしないでください。強制的に電源び切れまず。 

• 起動中（ポインターび砂時計 S か b 通常のちのみに戻り、八ードディス 
ク状態表示ランプ昌び消えるまで）は、次のことをしないでください。 

• AC アダプターを抜さ挿しずる。 

-電源スイッチを操作する。 

•キーボード、ホイールパッド（外部マウス）に触れる。 

-ディスプレイを閉じる。 

• 電源スイッチを連続してスライドしないで<ださい。 

• 電源を切った後、再び電源を入れるまで10秒し U 上あけてください。 


Windows にログオンする。 

八ードディスクげ熊表示ランプ質び消夕てから、 ユーヴーアカウント(ユー 
ヴーのアイコン）をク U ックしまず。 

• パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して國をク U ックし 
て<ださい。正しいパスワードを入力ずるまで操作でさません。 

文字入力の設定びキャップス □ ックやテンキーモード（今 17 ページ手順 
⑥）になっていないことを確認してください。 

• ここでの操作は、「よラこそ画面を使用ずる」の設定により異なりまず。 
( 今 42 ぺージ） 

• ユーヴーび一人だけ作成されていて、ノ（スワードび設定されていない場合 
は、ユーヴーを選ぶ画面び表示されません（自動□グオン）。 



げ知5せ） 


• お買い上げ時は省電力設定びされているため、操作やデバイスへのアクセスび 
ない状態び一定時間続くと、次のよラになりまず。 

-ディスプレイの電源び切れ、画面の表示び消えまず。ホイールパッド、キー 
ポードを操作ずると元の状態に戻りまず。 

アプ U ケーシヨンソフトのインス I ''ール中であってちディスプレイの電源び 
切れることびありまず。この場合、動作に影響のないキー （【 Ctii 】 や [ Shift ] 
など）を巧して<ださい。 

また、コンピューターを操作せずに放置していると、スタンバイ状態または休止 
状態に入るように設定されています。電源スイッチをスライドすると U ジューム 
します。 

(今『操作マニュアル』 r 第2章：次回、ずぐに操作を始めるために」） 

• 電源を入れてち本体び起動しない場合は、 CPU の温度び上びっていることびあり 
まず。 CPU の温度び上びっていると、 CPU の過熱を防止ずるための機能び自動的 
に働き、本体び起動しないよラになっていまず。しばらくしてから再度電源を入 
れてください。それでち起動しない場合は、ご相談窓口にごホ目談ください。 

♦電源を入れた後、すぐに左の画面び表示されたら... 

本機のセキュ U ティのため、スーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパスワード 
び設定されていまず。パスワードを入力し tnter 】 を巧してください。 

• 正しく入力ずると起動しまず。 

• 3 回間違えるかパスワードを入力せずに約 1 分経過ずると、電源び切れまず。 


電源を入れる 


つてみる 
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電源を入れる/切る 




ス 


必要なデータを保存して、各種アプ U ケーシヨンソフトを終了 
する。 

終了画面を表示する。 

[スタート]-[終了オプシヨン]をク U ックしまず。 

[電源を切る]をク U ックする。 

電源び切れまず。 

• 起動し直したい場合（再起動）：[再起動]をク U ックずる。 


♦キーボードを使って電源を切るには： 

① 【な]、【11】 の順に巧し、【今】【令】【个】【少】で[電源を切る]を選ぶ。 

② [ Enter ] を巧ず。 

•。曲 fM 

• 電源び切れるまでは、次のことをしないで<ださい。 

• AC アダプターを抜さ挿しずる。 

-電源スイッチを操作する。 

. キーボード、ホイールパッド（外部マウス）に触れる。 

-ディスプレイを閉じる。 


• コンピューター本体に AC アダプターを接続していないときはコンセント側を 
抜いておいてください。 （ AC アダプターをコンセントに接続しているだけで約 
1.5 W の電力び消費されまず。） 

• 電源び切れている状態でち電力を消費しまず。満充電していてち約3過間でバッ 
テ U —残量びな< な0まず。 

♦席を外すなど、操作を中断ずるとき... 

「スタンバイ」または r 休止状態」と呼ばれる機能を使ラと、次回電源を入れたとを、 
操作していたアプ U ケーシヨンソフトやファイルび表示され、ずぐに操作を再開ずる 
ことびでさまず。 

(今^『操作マニュアル』 r 第2章：;欠回、ずぐに操作を始めるために」） 


コンピュー巧の電源を巧核 



電源を切る 


つてみる 
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ホイールパツドをほう 


A 



マウスと同じようにカーソルを動かしたり、機能を遇択したりずるときに使いまず。 
A . 操作面（ホイールパッド） B . 左ボタン C . ちボタン 


げ知5せ） 




ダブルク U ックの速さやボタンを巧したときの動作は、[スタート]-[コント□一 
ルパネル]-[プ U ンタとその他の八ードウエア]-[マウス]をク U ックし、「マウ 
スのプ□パティ」画面で変更でさまず。 

ホイールパッドの取り扱いは、次の点に気を付けてください。 

-ホイールパッドは、指で操作ずるよラに設計されていまず。操作面にちのを 
置いたり、つめなど先のとびったちの、硬いちの、鉛筆やボールペンのよラ 
な跡の残るちので強く巧さえたりしないでください。 

-油などでホイールパッドを巧さないでください。カーソルび正常に動かなく 
なりまず。 


基本操作 


つてみる 
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キーボードをほう 


キーボードを使って文字を入力したり、いろいろな機能を働かせたりずることびでさまず。 


Fn キーを 使う 


【 fn 】 を巧しなびら、文字や記号び枠で囲まれているキーを巧ずと、 

次の表のよラな機能び働さまず。 

• 各機能の詳細：今^『操作マニュアル』 r 第 2 章： Fn キーを使ラ」 
• 【化】と 【CtrU (左側)の機能を入れ換えてお使いの場合(今36ぺージ）： 
【 R1 】 の代わりに 【 Ctrl 】 （左側）を巧してください。 

(キー表面の印刷やキーそのちのを入れ換えることはでさません。） 



因 


ご如〕 


因，《 A〕 


など 



使 

ご 

て 

み 

る 


キー 

機能 

ポップアップウインドウ 
( Windows に□グオン後表示） 

邮】+【け 
tn 】 +【巧】 

内部 LCD の明るさの調壁 

tn 】 + 【刊 （下げる）/ tn 】 +【巧】让げる） 

図 


[ Fn ] +【切 

画面の表示巧の切り督え（外部ディスプレイ接続時） 

— 

[ Fn ] + 【 M 】 

音声出力のオン/オフ 

画 

オフ 

(ミュート） 


励 

イソ 

[ Fn ] +【切 
[ Fn ] +扣6】 

音量調啟 

【 RI 】 + 【 F 5】 （下げる）/ 【 fn 】 + 【 F 6】 （上げる） 

國 


【fn い の】 

スタンバイ機能を使って電源オフ 

— 



園 

バッテ U —装着時 

(表巧はエニ! ノ S —モー ト 
(ECO) 無効での一例） 

[ Fn ] +扣9】 

バッテリーの残量表示 

pCl 

(表示はエコノ S —モード 
(ECO) 有効での一例） 

バッテ U —未装着時 

画 

[ Fn ] + [ F 10] 

休止状態機能を使って電源オフ 

— 

[ Fn ] + [ F 11] 

使巧ずるアプリケーシヨンソフトによって機能び異なりまず。 
( SysRq ) 

— 

[ Fn ] + 【1=12】 

画面をクリップボードにコピ ー( PrtSc ) 

画面全体をク U ップボードにコピーしまず。 

[ Fn ] + [ Alt ] + 【1=12】 を巧ずと、選択されているウィンド 
ウのみコピーでをまず。 

— 

【 Fn 】 + 【 NumLk 】 

【 Fn 】 + 【 Ins 】 
tn 】 + 【 Del 】 

使用ずるアプリケーシヨンソフトによって機能が異なりまず。 
tn 】 + [ NumLk ] : ScrLk 
tn 】 + 【 Ins 】 ： Pause 
tn 】 + 【 Del 】 ： Break 

— 

【 fn 】 + 【*】 

最初のぺージに移動または力ーソルを巧の巧頭に移動 ( Home ) 

— 

【 fn 】 + 【今】 

最後のページに移動または力ーソルを巧の最後に移動 ( End ) 

— 

【 fn 】 + 【ホ】 

前のぺージに移動 ( PgUp ) 

— 

【 fn 】 + 【*】 

巧のぺージに移動 ( PgDn ) 

— 
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が態表示ランプ 


面 



ECO 


ランプ 




G 


n 


ランプの名前と状態 


Caps Lock ランプ（キャップス□ック） 

•【 Shift 】 を巧しなびら 【 CansLock 】 を巧 

すと点灯：アルフアベットび大文字で入力で 
をる状態。 


NumLk ランプ（ナム□ック/テンキーモード） 
•【 NumLk 】 を巧ずと点巧：キーボードの一 
部びテンキーとして機能ずる状態。ランプ点 
打時に巧ずと、キーボード上の数字または演 
算記号び入力でをまず。 [ Enter ] の機能は、 
アプ U ケーシヨンソフトにより異なりまず。 
解除ずるには、もう一度 【 NumLk 】 を巧し 
ます（ランプ消 
打)。 

• NumLk ランプ点 
巧時： 

ち図のよラに機 
能します。 


. や 
7回ゃ 

II B 因； 9与 

ちま 


4 

。な lh : l 。 

吃1 h 



- \ - \ 


却 

JL 

叫 

叫1:。 



テンキーモード 



ScrLk ランプ（スク□-ル□ック） 

• [ Fn ] を巧しなび日 【 NumLk 】 （ ScrLk ) を 
巧すと点な：使用するアプ U ケーシヨンソフ 
卜によって機能び異なりまず。 



SD 

ランプ 

ランプの名前と状態 

員 

八ードディスク状態表示ランプ 
• 点な：八ードディスクへのアクセス中。 


電源状態 
せてラン 
• 消な： 
• 点な： 
• 点滅： 

表示ランプ（内部 LCD の明るさに合わ 
プの明るさち変わりまず。） 

電源オフまたは休止状態。 

電源オン。 

スタンバイ状態。 

ECO 

エコノ S 
パッテ U 
無効を表 
• 消な： 
• 点な： 
• 点滅： 

ーモード （ ECO ) ランプ 

一のエコノ S —モード ( ECO ) のち効/ 

しまず。（今27ページ） 

無効 
ち効 

ち効(残量80%まで放電中） 

Q 

バッテ U —状態表示ランプ 
• 消な：バッテ U —パック未装着または充電し 
ていない状態。 

• オレンジ色点な（または明滅）：充電中。 

• 緑色点巧：充電完了。 

• ホ色点な：残量約9% LU 下。 

• 赤色点滅：バッテ U —パックまたは充電回路 
び正しく動作していない状態。 

• オレンジ色点滅：一時的に充電でさない状態。 
(バッテ U —パック内部の温度び充電巧能な 
範囲外、またはアプ U ケーシヨンソフトや内 
蔵/外付けデバイスなどび多<の電力を消費 
し電力不足になっている場合） 

SD 

SD メモ U —力ード状態表示ランプ 
• 点な ： SD メモ U - 力ードへのアクセス中。 



つてみる 
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バッテリ-パック 



バツテリー残量を正確に表示させるために (バツテリー巧■表示補正ユーテイリテイ） 


本機のバッテ U- パックには、バッテ U- 容量を計測し、記憶、学習ずるための機能 
びありまず。バッテ1」一残量を正確に表示させるため、バッテ1」一残量表示補正機能 
を使ってバッテ U —をいったん満充電にした後、完全に放電させてください。この操 
作は、お買い上げ後、一度は行っておいてください。また、長くバッテ U- パックを 
お使いの間には、バッテ U —パックの劣化などにより、残量び正確に表示されなくな 
る場合びありまず。その場合ち、再度この操作を行ってください。 



げ知 5 が 


お願い 



「バッテリー残 量 表示補正」 
を実行する 

を軍が聲き_を 

▼満巧電になる 
…▼鸣力雌きる 
▼完全に放電する 
♦電源が切れる 

▼ _ 

AC アダプターを接結した 
_ままにしておく。_ 

▼ちび巧電が始まる 


ス 


バッテ U — パック装着後、 AC アダプターを接続する。 

バッテ U —パックと AC アダプターを除くずべての周辺機器を取り外してく 
ださい。 

すべてのアプ U ケーシヨンソフトを終了する。 


r バッテ U — 残 量 表示補正」を実行する。 

① [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panasonic ] -[バッテ U — ]-[バッテ 
U —残量表示補正ユーティ U ティ ] をク U ックずる。 

② 確認のメッセージび表示されたら[開始]をク U ックずる。 

前回の実行か日約1か月じ(内に実行ずると、注意を促ずメッセージび表示 
されまず。この場合は、バッテ U —残量表示補正を実行しないでください。 
⑤ Windows の終了確認び表おされた日[はい]をク U ックずる。 

バッテ U —残量表示補正び始まりまず。 

満充電状態になった後、バッテ U —の放電び始まりまず。放電び完了ずる 
とバッテ U —残量表示補正び終了し、自動的に電源び切れまず。 

そのまま充電して<ださい。 


バッテ U- 残量表示補正実行中は、 LCD パネルを閉じないでください。また、 
AC アダプターを抜かないで < ださい。 


• バッテ U -残量表示補正は10 C 〜30 C の温度環境で行ってください。 

• バッテ U —残量表示補正を実行中にコンピューターの電源を切ると（停電や AC 
アダプターまたはバッテ U —パックを取り外ずなど）、バッテ U —の残量表示は 
補正されません。 

• バッテ U —容量び大さいため、バッテ U —残量表示補正の実行に時間びかかり 
ますび、故障ではあ0ません。 

-満充電にかかる時間：最大約5時間-完全放電にかかる時間：約7時間 

• バッテ U —残量表示補正は、バッテ U —の容量を増やずちのではありません。 

また、頻繁に行うと、バッテ U- パックの劣化の原因になるおそれびありまず。 
• バッテ U -パックを2個じ(上お持ちの場合、バッテ U - パックごとにバッテ U — 
残量表お補正を行って < ださい。 


使ってみる 
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バッテ u —パックは消耗品で、使用ずるごとにかしずつ劣化しまず。 

特に次のよラな場合は、バッテ U —パックの劣化び進みやず<耐久年数び短<なるこ 
とびありまず。 

- AC アダプターを長時間接続したまま繰り返し満充電にしている場合 
-温度び高くなる場所で使用している場合 

本機では、バッテ U - パックの劣化を抑え、バッテ U - パックの耐久年数を少しでも 
長くするために、エコノミーモード （ ECO ) をち効に切り替えることびでさまず。使い 
方に合わせてェコノ S —モード （ ECO ) を切り替え、バッテ U —を上手にお使いくださ 
し、。 


おすすめの 
使し、方 


ェコノミーモード ( ECO ) 


廷^くィル 


無効 

持ち歩いて 
使う 


駆動時間 


耐义年数 


短い 


有効 

デスク派 

1ほとんどの時間 AC アダ 

1プ ターに 接続して使う 

短い 

- 

長し〜 


エコノ S —モード （ ECO ) 無効（お買い上げ時の設定）： 

バッテ U - の充電を100% (満充電）まで行いまず。エコノミーモード （ ECO ) ち効 
に比べ、バッテ U -駆動時間は長くなりまず。 

次のよラな場合におずずめしまず。 

-本機をバッテ U -パックで使うことび多い 
-バッテ U —駆動時間をでさるだけ長くしたい 

エコノ モード （ ECO ) ち効： 

バッテ U - の充電を満充電の80%までで停止しまず。100% (満充電）にしないこ 
とでバッテ U —への負担を軽減して劣化を防ぎ、バッテ U —パックの耐久年数を長 
くしまず。エコノミーモード （ ECO ) 無効に比べ、バッテ U - 駆動時間は短くなりま 
ず。 

次のよラな場合におずずめしまず。 

- AC アダプターを接続して使用ずることび多い 
-バッテ U —パックの劣化を防ぎたい 


エコノミーモード (ECO) を切り替える 


バッテリーの長寿命/長時間駆動を切り替える 江]ノミーモード (ECO 例り替えユーティ U ティ) 



画面ち下のタスクトレイの「エコノミーモード ( ECO ) アイコン」 
。(無効）または F 


钻 


(有効）をちク U ックする: 


と J またはび表示されていない場合は、[スタート]-[ずべてのプ□グ 

ラム]- [ Panasonic ] - [バッ テ U —] - [エコノミーモード ( ECO ) 切り替え ユー 
ティリティ1をク U ックして<ださい。 


つてみる 
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バッテリーパック 


1コノミーモード （ ECO ) ち夕わ(を 
*1 コミーモード （ ECO > 無夕 Jb (垃 
バッテリ-等の上手な槪巧出） 
パージョン博報邮 
が■了鮮 


ス 


[エコノミーモード ( ECO ) 有効]または[エコノミーモード ( ECO ) 

無効]をク U ックする。 

[エコノミーモード ( ECO ) ち効1に設定した場合 
• バッテ U —残量び81% LU 上のとさ 

バッテ U -残量び80%じ(下になるまでバッテ U —を放電しまず。 

放電中はエコノ S —モード （ ECO ) ランプび点滅しまず。 

① 放電開始の確認メッセージび表示されまずので、画面の内容をよく読み、 
[ OK ] をク U ックずる。 

② バッテ U —残量び80%じ(下になるまで AC アダプターを抜いて放電ずる。 
バッテ U -残量び80%じ(下になったらバッテ U —の放電び終了し、エコノ 
S —モード ( ECO ) ランプび点なしまず。 

AC アダプターを抜かな < てちバッテ U —残量び80%になるまで放電され 
ますび、バッテ U —残量び80%になるまで約1曰かかる場合びありまず。 

③ 放電終了の確認メッセージび表示されまずので、画面の内容をよく読み、 
[0 K ] をク U ックずる。 

④ AC アダプターを接続ずる。 

手順③で [ OK ] をク U ックしなかった場合は、意図せずバッテ U - 残量びな 
下するのを防ぐため約3分後に強制的にスタンバイ状態に入りまず。 

-アプ U ケーシヨンソフト使用中やデータ送信中、または八ードディ 
スクへのアクセス中でも強制的にスタンバイ状態に入りまずので、 
必ず AC アダプターを接続してください。 

• バッテ U -残量び80% L ツ下のとき 

エコノ S —モード ( ECO ) ランプび点なしまず。 

確認のメッセージび表示されまずので、画面の内容をよく読み、 [ OK ] を 
ク U ックしてください。 

[エコノミーモード ( ECO ) 無効 I に設定した場合 
エコノ S —モード ( ECO ) ランプび消なしまず。 

確認のメッセージび表示されまずので、画面の内容をよく読み、 [ OK ] をク 
U ックして<ださい。 


お知5を 


「エコノミーモード ( ECO ) アイコン」 4 U または^上に力ーソルを移動させ 

ると、吹を出し文字で現在のエコノ S —モード ( ECO ) の設定び表示されまず。 

エコノモード （ ECO ) の設定は、コンピューターに取り付け日れたバッテ 
U —パックにち引さ継びれまず。 

バッテ U - パックを取り外した後、エコノミーモード ( ECO ) の設定び異なるコ 
ンピューターに取り付けると、次回、コンピューターの電源を入れるまでは、 
バッテ U —パック側の設定び優先されて充電/放電び行われまず。 


使ってみる 
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パスワードと八ードディスク巧護 


セットアップユーティ U ティでパスワードを設定したり、八ードディスク保護をち効 
に設定ずることで、データの盗難を防止したり、機密を保護ずることびでさまず。 




パスワードや八ードディスク保護を設定ずる前に、必ず^『セキュ U ティガ 
イド』をご覧ください。 

-スーパーバイヴーパスワードを忘れてしまった場合、ち償での修理び必要に 
なりまず。 

-本機の修理を依頼される場合は、八ードディスク保護び無効に設定されてい 
ることを確認してください。 

八ードディスク保護びち効な状態で修理を依頼された場合、八ードディスク 
のデータの読み書をびでをません。また、修理で八ードディスク保護を無効 
にずることちでさません。 




スーパーバイザーパスワードが 
設定されていない場合の画面 


♦セットアップユーティリティでパスワードを設定する 

① コンピューターの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動ずる。 

② コンピューターの起動後ずぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている間に 
【 f 2】 を巧してセットアップユーティ U ティを起動ずる。 

③ 【今】【令】で[セキュ U ティ]を還ぶ。 

④ 人 ——ノ、——ノ（つザ——ノ、乂ワ——广を己ゴ-がろ '■ 

【ホ】【少】 で[スーパーパ'イヴーパスワード設定]を選び、 [Enter] を巧ず。 

ユーヴーパ乂ワート'を設定 - g る巧 i 口': 

【个】【少】 で[ユーヴーパスワード設定]を選び、 [Enter] を巧ず。 

• ユーヴーパスワードを設定ずるには、まずスーパーバイプーパスワードを 
設定ずる必要びあ0まず。 

⑥[新しいパスワードを入力して<ださい]の [ ] の中に新しいパス 

ワードを入力し、 tnter 】 を巧ず。 

• 入力したパスワードは画面には表示されません。 

• ノ（スワードに使える文字は、半角の英数字とスペースで最大32文字でず。 

-大文字、ル文字の区別はありません。 

-数字はキーボード上段の数字キーを使って入力してください。 

- 【 Shift 】 や 【 GtH 】 などのキーと組み合わせて入力ずることはでさ 
ません。 

⑥ [新しいパスワードを確認してください]の [ ] の中に手順⑤で入力 

したパスワードを再度入力し、 tnter 】 を巧ず。 

⑦ 確認の画面で [Enter] を巧ず。 

⑨ 【 FIO 】 を巧し、[はい]を選んで 【 Enter 】 を巧ず。 

♦八ードディスク保護を設定する 

•スーパーバイヴーパスワードを設定していない場合は、設定してください。（上言己） 

① セットアップユーティ U ティを起動ずる。（上記手順①と②） 

• ノ（スワードの入力画面び表示されたら、スーパーノ（イヴーノ（スワードを入 
力して < ださい。 

② 【今】【令】 で[セキュ1」ティ]を選ぶ。 

③ 【个】【少】 で[八ードディスク保護]を選び、 [Enter] を巧ず。 

④ 【个】【少】 で[有効]を選び、 [Enter] を巧ず。 

⑥確認の画面で [Enter] を巧ず。 

⑥ 【 FIO 】 を巧し、[はい]を選んで 【 Enter 】 を巧ず。 



つてみる 
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メモリーを増設する 


別売りの RAM モジュールを増設し、メモ U - を増やずことによって Windows やアプ 
U ケーシヨンソフトの処理速度を上げることびでをまず。（お使いの使用条件により効 
果は異な0まず。） 

• RAM モジュールは CF - BAV 0256 U などの推奨品をお使いください。それ LU 外は使用 
しないで<ださい。正常に動作しないだけでな<故障の原因になる場合びあ0まず。 
また、推奨品じ(外の RAM モジュールによっては、発熱して、カバーび変あずる場 
合びありまず。本機の拡張メモ U —ス□ットに増設可能な RAM モジュールの仕様 
については r 仕樹 （今 56ぺージ）をご覧ください。推奨品については弊社の最新 
のカタ□グやホームページでご確認ください。 

• 推奨品 LU 外の RAM モジュールを使用した場合や誤った方法で装着または取り外し 
た場合の故障や損害について、弊社では責任を負ラことはでさません。 RAM モ 
ジュールの種類や装着方法をご確認のラえ、正しい方法で装着してください。 


•。曲 fM 


• RAM モジュールは、静電気に巧して非常に弱い部品で、人間の体内にたまった 
静電気により破壊される場合びありまず。取り付けおよび取り外しのとさは、 
本体内部の部品や端モなどに触れないで<ださい。 

• ク U ップなどの異物を入れないでください。機器び破損したり、火災•感電の 
原因になりまず。 



取り付ける 








ス 


コンピユーターの電源を切る。（今22ぺージ） 

• スタンバイ•休止状態のとを、取り付け/取り外しを行わないでください。 
• AC アダプターを取り外してください。 


① 本体を裏返し、バッテ u — パックを取り外す。 

② ネジ （ A ) を取り外してカバー ( B ) を持ち上げる。 

③ カ バーを 引さ巧く。 

• ネジ山をつぶさないよラに、ネジの大ささに合ったドライバーを使用して 
<ださい。 


RAM モジュールを取り付ける。 

① RAM モジュール （ C ) の向きを確認ずる。 

ス□ットの凸部 （ D ) と RAM モジュールの切り欠き部 （ E ) の向きを合わ 
せて持ってください。 

② ス□ットと平行に RAM モジュールを軽く合わせる。 

(金属の端モ （ F ) び見えている状態） 



.ー ルの取り付け/取り外し 


つてみる 




























③金属の端テが見スなくなるまで、平行にしっかりと挿し込む。 

• 挿し込みにくい場合は、無理に力を加えず、再度モジュールの向をを 
確認してください。 

• しっかりと挿し込まずに次の手順を行ラと、ス□ットび破損ずる場合 
びありまず。 


④左ちのフック （ G ) で□ックされるまで倒ず。 

• RAM モジュールを倒ずとき、左ちのフックびかし開き、□ックされる 
と元に戻りまず。 

• 倒しにくい場合は、無理に力を加えず、再度モジュールの向をや挿し 
込み具合を確認して < ださい。 


、 



ス 


カバーとバッテ U - パックを取り付ける。 

① カバーを斜めから挿し込み、取り付ける。 

② ネジで固定ずる。 

⑤バッテ1」ーパックを取0付ける。 


^お知5せ） 




RAM モジュールの挿し方を間違えたり、推奨品(外の RAM モジュールを取り付 
けた0ずると、コンピューターの電源を入れたとさにビープ音び鳴0、「増設 
RAM モジュール エラーで ず」といラメッセージび表おされる場合びありまず。 
その場合は、コンピューターの電源を切り、 RAM モジュールび推奨品であるこ 
とを確認して、正しく取り付け直してください。 

増設したメモ U - サイズは、セットアップユーティ U ティの「情報」メニュ ー 
(今35ページ）で確認でさまず。工場出荷時のメモ U —サイズは仕様のメイン 
メモ U —をご覧ください。 



取り外す 




「取り付ける」の手順ブ〜2の後、次の手順で取り外してください。 
①左ものフック （ H ) を外側にゆっくりと広げる。 

RAM モジュールび斜めに持ち上びりまず。 


②ゆっくりとス□ットから取り外ず。 



つてみる 
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無線 LAN で通信する 


♦ 無線 LAN の設定方法や使用時のお願い 

• はじめて無線 LAN アクセスポイント(別売り）を使って無線 LAN で通信ずる場合は、 
付属の『無線 LAN 接続ガイド』をご覧ください。 

• 詳しくは、^『操作マニュアル』 r 第4章:無線 LAN で通信ずる」をご覧ください。 

♦無線 LAN ヴポート情報 

rhttp :// askpc . Panasonic . co . jp / wlan / index . html 」 にアクセスずると、最新の無線 
LAN サポート情報び入手でさまず。 （2005 年9月1曰現在） 




無線 LAN をお使いになる前に、無線 LAN 切り替えスイツチをち （ ON 側）にスライ 
ドしてください。（工場出荷時は、無線 LAN 切り替えスイッチはち （ ON 側）になつ 
ています。） 


無線 LAN 切り曽えスイッチをスライドし、無線 LAN の電源の才 
ン/オフを切り曽える。 

• 電源を入れるときは、ち （ ON 側）にスライドしまず。 

画面ち下のタスクトレイの r 無線 LAN アイコン」び^になりまず。 

• 電源を切るときは、左 （ OFF 側）にスライドしまず。 

画面ち下のタスクトレイの r 無線 LAN アイコン」びだてになります。 


f お知5せ） 


• 無線 LAN 切り替えスイッチを操作してか日、「ワイヤレスネットワーク接続」画 
面の表示び更新されるまで、多少時間びかかる場合びありまず。 

♦航空機内、病院内など、無線 LAN の使用び禁止されている 
場所で、コンピューターを使用する場合 


使用ずる前に必ず無線 LAN の電源を切って<ださい。 


802.1 la ち如た） 
802.1 la 無が]屯) 


バージョン博卽邮 


が了域 



無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5 GHz の無線 LAN ) を使って屋外で通信を行うことは、 
電波法で禁止されていまず。無線 LAN 切り替えスイッチびオンの状態で本機を屋外で 
使用する場合は、あ b かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてください。 

• 本機は、 IEEE 802.1 1 a ( J 52/ W 52/ W 53) に準拠していまず。 


コンピューターの管理者の権限でログオンする。 

制限ユーヴーでは、 IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替えることびでさません。 

画面ち下のタスクトレイの「無線 LAN アイコン」ダまたは山#を 
ク U ックする。 

IEEE 802.1 1 a を無効にする場合： 

• [802.11 a 無効]をク U ックずる。 

IEEE 802.1 1 a を有効にする場合： 

• [802.11 a ち効]をク U ックずる。 


ス 

▼3 


無線 LAN の規砲 EEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替える 


無線 LAN の電源を入れる/切る 


つてみる 
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IEEE 802.1 1 a を有効/無効に設定してち、「無線し八[\1アイコン」夕^^または 
は変わりません。 


1 


工場出荷時、無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定を行って 

ください。（今^『操作マニュアル』「第4章：無線 LAN で通信ずる」、お使いの 
無線 LAN アクセスポイントの説明書） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用ずる代わりに電波を利用してコンピューターと無 
線アクセスポイント等との間で情報のやり取りを行いまず。このため、電波の届く範 
囲であればネットワーク接続び可能であるという利点びありまず。 

その反面、ある範囲であれば障害物（壁等）を越えて電波び届くため、セキュリティ 
に関する設定を行っていないと、 LU 下のよラな問題び発生ずる可能性びありまず。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第=ちび、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワー ドあるいはクレジットカード番号等の個人情報 
•メールの内容 

等の通信内容を盗み見る可能性びありまず。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のコンピューターやネットワークへアクセ 
スし、 

. 個人情報や機密情報を取り出ず（情報漏洩） 

•特定の人物になりずまして通信し、不正な情報を流ず（なりずまし） 

-傍受した通信内容を書を換えて発信ずる（改ざん） 

-コンピューターウィルスなどを流し、データやシステムを破壊ずる（破壊） 

等を行ラ可能性びありまず。 

本機の無線 LAN 機能や無線アクセスポイントには、これらの問題に巧応ずるためのセ 
キュ U ティに関ずる設定び用意されていまず。本機では、使用ずる無線アクセスポイ 
ントにあわせてセキュ U ティに関ずる設定をずる必要びあるため、お買い上げ時には 
セキュ U ティに関ずる設定は行われていません。無線 LAN をご使用になる前に、必ず 
無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定を行ってください。 

無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定を行って使用ずることで、問題び発生ずる巧能 
性は少なくなりまずび、無線 LAN の仕様上、特殊な方法で通信内容を盗み見日れたり、 
不正に侵入されたりずる場合びありまず。ご理解のラえ、ご使用ください。 

セキュ U ティに関ずる設定を行わないで使用した場合の問題を十分に理解したラえ 
で、お客様自身の判断と責任においてセキュ U ティに関ずる設定を行ラことをおずず 
めします。お客様ご自身で対処でさない場合は、お客様ご相談センターにご相談くだ 
さし、。 



. U テイについて 


無線 LAN ご使用時のセキニ 


つてみる 
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セットアップユーテイ u テイ 


セットアップユーティ U ティは、コンピューターの動作環境（パスワードや起動ドライブなど）を設定ずるためのユー 
ティ U ティでず。じ(下の6 メニューびありまず。 

「情報」、「メイン」、「詳細」、「セキュリティ」、「起動」、「終了」 







(バスつー ド起動時のみ） 



品番 

K ち番号- 

が U タイプ Xxxxx ( F !) XxMX «( X } * 

が UX ピード 0.005 Hz 

BIOS VO xxxxx 

*3S コントローラー VO » け * X 
イモリーサイズ 000 H 6 

プライマリ マスタ-’00地 





阳邸 宙。巧 

こユ ー mas ► サブイニュ - 


デフすルト C 
gi 字して 


コンピューターの電源を入れる。または、 Windows を終了して 
再起動する。 

コンピューターの起動後すぐ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示さ 
れている間に【1=2】を押す。 

パスワードを設定している場合は、左の画面び表示されまず。パスワードを 
入力し、 [Enter] を巧してください。 

スーパーバイヴーパスワード（今37ページ）を入力ずると 

•セットアップユーティ U ティのずべての項目び設定でさまず。 

ユーヴーパスワード（今38ページ）を入力ずると 

• 「詳細」メニューと「起動」メニューでは： 

-設定を参照ずることはでをまずび、変更はでをません。 

• 「セキュリティ」メニューでは： 

•[ 登録された SD の解除]、 [ スーパーノ（イヴーノ（スワード設定]、 
[八ードディスク保護]、[内蔵セキュ U ティ （ TPM ) 設定]([設定サ 
ブメニュー保護]を[保護ずる]に設定している場合）は表示されま 
せん。 

•[データ実行防止機能]、[起動時のパスワード]、 [ SD による起動]、 
[SD のセット方法 ]、 [Setup Utility 表示 ]、 [Boot First Menu ]、[ ユー 
ヴーノくスワード保護]は表示されまずび、設定はでをません。 

.[ ユープーパスワード保護]び [ 保護しない]に設定されている場合 
のみ、ユーヴーパスワードの変更びでさまず。ただし、ユーヴーパ 
スワードを削除ずることはでさません。 

• 「終了」メニューでは： 

•[ デフォルト設定 ] と[八ードディスク U カバ U —/消去]び表おさ 
れません。 

• 扣9】は使えません。 


f お知5せ） 


セットアップユーティ U ティの画面を内部 LCD と外部ディスプレイの両方に同 
時表示にずることはでをません。 

[Fn] + [F3] を巧して表示先を切り替えると、外部ディスプレイまたは内部 
LCD のどちらかに表示されまず。 

パスワードを設定していて[起動時のパスワード]び[無効]になっている場合 
-コンピューター起動時：パスワードの入力は不要 

. セッ トアップユー ティ U ティ 起動時：パスワードの入力び必要。これにより、 
セットアップユーティ U ティの内容び変更されるのを防ぐことびできまず。 
[F2] を巧ずタイミングび遅いとセットアップユーティ U ティは起動しません。 
その場合、 Windows を終了して起動し直してください。 

セットアップユーティ U ティを終了ずるとき 

① 【 Esc 】 を巧ず。 

② 終了方法の項目を還んで [Enter] を巧ず。 

③ [はい]を遇んで [Enter] を巧ず。 


Panasonic 


を起動する 


つてみる 
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■ 


セツトアップユーティリティを操作する 


情報メニュー 


メイン 詳細 セキュリティ 起動 終了 


A . 【令】【今】 を巧してカーソルを移動させ、 

メニューを遇ぶことびできまず。 A . 

B . 還おでさる項目び複数ある場合は【♦】 

【本】 を巧して項目を還ぶことびできま B - 
す。遇択された項目は色び変わりまず。 

C . 反転表示されている項目は 【 Enter 】 を C ’ 
巧してサブメニューを表示させること 
びでさまず。 

D . サブメニューび表示されているとさは D - 
【ホ】【少】 を巧して項目を還ぶことびで 
さまず。 

E . セットアップユーティ U ティの画面で、 
設定に使えるキーを表示していまず。 


PhoenixBIOS セツトアップユーテイリテイ 


言言ち （ Language; : J |^[ 

_j ；’， よ品 善： CI 

4 ’。 皇を号： 〇| 

CPU タイプ： X 

CPU スピード： ft? 

BIOS : Vi 

窜がコントローう一： V' 

メモリーサイズ： 〇| 

プライマリーマスター0’ 


「 I ホお!化化11■胃 ] 

CF-XXXXXXXX 

0000000000 

Xxxxx(R) Xxxxxxx(X) X xxxxx 0. OOGHz 


. u 、.’ 从じ 


FI ヘルプ T i 項目の選択 
Esc 終了 — — メニューの選択 


巧/防 値の変更 
Erte ►サブ メニ 


F 9 デフオルトの設定 
F 10 保存して終了 


設定に使ラキー 


【刊 

ヘルプを表示。 （【ホ】【少】 でヘルプの画面 
を1行ずつスク□-ルずる。 【 n 】 を再度巧 
すと元の画面に戻る） 

お C 】 

「終了」メニューを表示。 

【ホ】【*】 

カーソルを上下に移動。（項目を遇ぶとさに 
使巧） 

【令】【今】 

力ーソルを左ちに移動。川青制「メイン」 
「詳細」「セキュリティ」「起動」 r 終了」の 
各メニューを遇ぶとさに使用） 

t 引 

各項目の前候補を遇お。（設定値の変更時に 
使用） 


[ F 6] 

各項目の次候補を遇お。（設定値の変更時に 
使用） 

[ Enter ] 

各設定項目のサブメニューを表示。 （ 【♦】 
【本】 で項目を遇んだ後に使用。 tsc 】 で 
サブメニューを閉じる） 


各項目の設定値を工場出荷時の値（パス 
ワード、システム時間、システム日付を除 
く）に戻ず。 

[ F 10] 

設定を保ちして終了。 


己 B 百 ( Language ) 

_-セットアップユーテイ U テイの言語を還がしまず。 

機種品番 
製造番号 

CPU タイプ 
CPU スピード 
BIOS 

電源コント □ ーフー 
メモ U —サイズ 
プライ マ1」ーマスター 


(アンダーラインは工場出荷時の設定） 
English 

曰本語 （ Jaoanese )- 

情報の表示-確認用 
でず。項目を還おし 
たり変更ずることは 
でさません。 


使ってみる 
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セットアップユーテイ IJ テイ 



(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


システム時間 

• 24時間制でず。 

- 【 Tab 】 で時、分、秒の移動びでさまず。キーボードか b 直接入力ずるか、 扣 5 】扣 6 】 
で数値の修正びでをまず。 

[ xx : xx:xxj 

システム日付 

- 【 Tab 】 で年、月、日の移動びできまず。キーボードから直接入力ずるか、 扣 5 】扣 6 】 
で数値の修正びでさまず。 

[父 xxx / xx / 父 X ] 

フラットパッド 

無効 

• ホイールパッドを使ラ（有効）/使わない（無効）を設定しまず。 

ち効 

Fn / 左 Ctrl キー 

標準 

. 内部キーボードの tn 】 と 【 Ctrt 】 （左側）の機能を入れ換えず工場出荷時のまま使う 
(標準）/入れ換えて使ラ（入れ換え）を設定しまず。 

-入れ換えた場合、 tn 】 （「 Ctrl 」 と印刷されている左側のキー）と 【 CtH 】 （ち側）のキー 
を巧しなび日ちラ1つのキーを巧ず操作はでさません。 

-キー表面の印刷やキーそのちのを入れ換えることはでさません。 

入れ換え 

ディスプレイ 

外部ディスプレイ 

• Windows び起動ずるまでの表示先を設定しまず。 

•外部ディスプレイを接続していないとさは、[外部ディスプレイ]を選んでいてち、ずべて 
の情報び内部 LCD に表示されまず。 Windows 起動勸ん次の項目で設定した内容びち効に 
なりまず。 

[スタート]-[コント□-ルノ（ネル]-[コント□-ルノ（ネルのその他のオプション]- [ Intel ( R ) 
GMA Driver for Mobile ]- [デバイス] 

内部 LCD 

拡張表 

無効 

• Windows が起動するまでの表おを拡張表おにする（有効）/しない(無効）を設定します。 

有効 

充電中バッテ U —状態表示 

点な 

•ノ（ッテ U —ノ（ックの充電中にノ（ッテ U —状態表示ランプを点なずる/明滅ずるを設定しまず。 

明滅 




f お知5せ） 

• ユーヴーパスワードでセットアップユーテイ U テイを起動したとき、「詳細」メニューは変更できません。 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


モデム 

無効 

-内蔵モデムの機能を使用ずる（ち効）/使用しない（無効）を設定しまず。（外付けのモ 

ち効 

デムには働さません。） 


LAN 

無効 

• 内蔵 LAN の機能を使巧ずる（ち効）/使用しない（無効）を設定しまず。（外付けの LAN 

ち効 

カードには働さません。） 


無線 LAN 

無効 

• 内蔵無線 LAN の機能を使用ずる（有効）/使巧しない（無効）を設定しまず。（外付けの 

ち効 

無線 LAN カードには働をません。） 


レガシー USB 

無効 

• Windows び起動ずる前に、 USB キーボード 、 USB CD / DVD ドライブおよび USB フ□ッ 

有効 

ピーディスクドライブをコンピューターに認識させる機能を使巧ずる（ち効）/使用しな 


し、(無効）を設定しまず。 
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お知 5 せ） 


• ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動した場合、表おおよび設定でをる項目び制限されま 
す。（今34ぺージ） 

• [ SD による起動]、 [ SD のセット方法]、[登録された SD の解除]は、 SD メモ U —カードび登録されているときのみ 

表示されます。（今^『操作マニュアル』 r 第3章 ： SD メモ U - 力ードによるセキュ U ティ機能」） 

• コンピューター起動時、「八ードディスク保護により、アクセスび禁止されていまず」び表おされた場合、セッ 
トアップユーティ U ティを起動し、設定内容を八ードディスク保護を設定したときと同じ内容に設定し直して 
<ださい。 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


データ実行防止機能 

-データ実行防止機能（プ□グラムのメモリー（バッファー）を悪用した不正プ□グラム 
の実行を阻止ずる機能）を使ラ（有効）/使わない（無効）を設定しまず。 

• 通常は[ち効]に設定しておいて < ださい。 

-詳しくは、^『セキュ U ティガイド』「ステップ7」をご覧ください。 

並 

デスクトップの W 呼 W をダブルク U ックずると表示されまず。 

幽 

デスクトップに 产ガィ がない場合は、 [ スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - 
[オンラインマニュアル]-[セキュ U ティガイド]をクリックしてください。 

無効 
ち効 

起動時のパスワード 

無効 

-コンピューター起動時にスーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパスワードの入力 

ち効 

を必要とずる（ち効）/必要としない（無効）を設定しまず。 


SD による起動 

禁止 

-コンピューター起動時のパスワード入力の代わりに SD メモ U - 力ードを使う滸巧）/ 

許可 

使わない（禁止）を設定しまず。 


- SD メモ U - 力ードを登録ずると、[許可]に設定されまず。 


•[ 起動時のノ（スワード]び [ 無効]に設定されているときは設定できません。 


SD のセット方法 

セツトしたまま 

-コンピューター起動時のパスワード入力の代わりに SD メモ U —力ードを使ラ場合、カー 

セツトして抜く 

ドのセット方法を[セットしたまま]または[セットして抜く]に設定しまず。 


• [ SD による起動]び [ 許巧]に設定されているとをのみ設定でをまず。 


•[ 起動時のノ（スワード]び [ 無効]に設定されているときは設定できません。 


登録された SD の解除 

サブメニュー表示 

-現在登録されているずべての SD メモ U - 力ードび、コンピューター起動時のパスワード 


入力の代わりに使えなくなるよラ登録を解除しまず。 


スーパーバイヴ ーノ スワード設定 

サブメニュー表示 

. セットアップユーティ U ティの設定を他の人に変更されたくないとさ設定しまず。また、 


コンピューターち起動されたくない場合は、スーパーバイヴー J くスワードを設定した後、 


[ 起動時のノ（スワード]を [ 有効]に設定してください。 


Setup Utility 表示 

無効 

• コンピューター起動後すぐに表示される 「 Panasonic 」 起動画面の下に [Press F 2 for 

ち効 

Setup / F 12 for LAN ] という;ッ iz —ジを表示させる（有効）/表示させない（無効）を 


設定しまず。 


Boot First Menu 

無効 

-「起動時のメニュー」を表示させる（ち効）/表れさせない（無効）を設定しまず。（今39 

ち効 

ページ「お知日せ」） 
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セットアップユーテイ IJ テイ 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


八ードディスク保護 

-八ードディスクを別のコンピューターに取0付けた際に、八ードディスクのデータび読 
み書をでさないよラに保護ずる（有効）/保護しない（無効）を設定しまず。 

無効 

ち効 

( 今巧と ] 『セキュ U ティガイド』「ステップ11」） 

-「八ードディスク保護」び有効のままスーパーバイヴーパスワードを忘れてしまラと、 
「八ードディスク保護」を無効にずることびでさません。保護びかかったままにな0、ア 
クセスでさなくなりまず。八ードディスク保護びかかった状態で修理を依頼された場合、 
八ードディスクのデータび読み書をでさず、八ードディスクドライブを修理ずることび 
でさません。また、修理で八ードディスク保護を解除ずることをでをません。あ日かじ 
めご了承 < ださい。 

-スーパーバイヴーパスワードび設定されているとさのみ設定でさまず。 


T ■—け 一けスロー ド保黃 

-ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動したとさに、ユーヴーパス 
ワードの変更を許可ずる（保護しない）/許可しない（保護ずる）を設定しまず。 

保護しない 

保護ずる 

ユーヴーパスワード設定 

-本機を複数の人でお使いになるとさなどに設定しまず。 

例えば、コンピューターを管理ずる人びスーパーバイヴーパスワードとユーヴーパス 
ワードを設定し、他の利巧者へはユープーパスワードだけを知5せておくよラにしまず。 
こラずることにより、他の利用ちに対して、セットアップユーティ U ティの変更を制限 
することびできまず。 （今 34ページ） 

-スーパーバイヴーパスワードび設定されているとさのみ設定でさまず。 

サブメニュー表示 

内蔵セキュ U ティ （ TPM ) 設定 

• 内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) に関するサブメニューを表おしまず。 

設定サブメニュー保護： 

ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動したとさに、 [ 内蔵セキュ U 
ティ （ TPM ) 設定]を表おずる（保護しない）/表おしない（保護ずる）を設定しまず。 
内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) : 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) を使用ずる（有効）/使用しない（無効）を設定しまず。 
所有ち情報の初期化： 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) 内に保持された所有ち情報を初期化ずることで内蔵セ 
キュ U ティチップ （ TPM ) により保護されたデータを利巧できないよラにしまず。コン 
ピューターを廃棄-譲渡ずる際に使用してください。 

- 【 Esc 】 を押ずと、設定を保をしてサブメニューを閉じまず。 

-スーパーバイヴーパスワードび設定されているとさのみ設定でさまず。 

サブメニュー表示 

•詳しくは、^ 『 iz キュ U ティガイド』「ステップ16」をご覧ください。 

跑 

デスクトップの 产が をダブルク U ックすると表示されます。 

銷 

デスクトップに が。'产ガィ がない場合は、 [ スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - 
[オンラインマニュアル]-[セキュ U ティガイド]をク U ックしてください。 
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「起動」メニューには、接続されている機器（内蔵を 
含む）の名称び表示されまず。 

次の手順でオペレーティングシステムを起動ずるデ 
ノ（イスの優先順位を設定しまず。 

• 優先順位を1つ上げる場合は、 【ホ】【少】 で「お 
動順位」内のデバイスを選択して 【 1=6 】 を巧ず。 
• 優先順位を1つ下げる場合は、 【ホ】【少】 で「お 
動順位」内のデバイスを還おして 【 f5 】 を巧ず。 
• 起動順位をデフォルト設定に戻ず場合は、 【 1 】 を 
巧ず。 

(デフォルト設定の優先順位 ： USB FDD 一 IDE 
HDD — USB CDD — PCI LAN ) 

• r 起動対象外」のデバイスを r 起動順位」に移動ず 
る場合（またはその逆）： 


PhoenixBIOS セットアップユーティリ 

起重 


【少】と【个】で 

デバイスを選ん 
で【 X 】を押す 


广起動順な： "I 

1 

USB FDD: 

2 

IDE HDD: XXXXXXXXXX 

3 

USB CDD: XXXXXXXXXX 

4 

PCI LAN: XXXXXXXXXX 

5 

6 


7 

い 

j 


起動対まか 

USB KEY: 
USB HDD: 
USB LSI20: 


優先順位のを移 

【少】と【个】で 

デバイスを選ぶ 

【 F 6】 を巧すと 

優先順位が 1 つ 
上がる 

【 F 5】 を押すと 

優先順位が 1 つ 
下がる 


F 1 ヘルプ 
Esc 終了 


T i 項目の選択 
一ー メニューの選択 


巧/防値のを更 

Enter ►サブメニユーの選択 


【个】【少】でデバイスを還おして 【 K 】 を巧ず。 

r 起動対象外」 から r 起動順位」へ移動した場合は、移動したデバイスは最後尾に表示されまず。必要に応じて、起 
動順位を設定して<ださい。 


(；ぉ知らせ） 


• USB コネクターに接続している機器か b 起動ずる場合 

• r 詳删メニューの[レガシ ー USB ] び宿測になっていることを確認してください。 

• ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動した場合、「起動」メニューは変更できません。 

• 同一の機器び複数接続されている場合、1つの機器の名称だけび表示されまず。 

• オペレーティングシステムを起動ずるデバイスは、コンピューター起動時にち還おずることびでをまず。電源 
を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されたらずぐに 【 Esc 】 を巧ずと、デバイスを選択ずる「起動時のメ 
ニュー」び表示されまず。（実際に起動巧能なデバイスのみ表示されまず。）セットアップユーティ U ティの「お 
動」メニューの設定を変更ずると、 r 起動時のメニュー」の表示ち変更されまず。 r 起動時のメニュー」は、「セ 
キュ U ティ」メニューの [ Boot 円 rst Menu ] び宿測に設定されているときのみ表示させることびできまず。 

• 起動できる別売りのフ□ッピーディスクドライブおよび CD / DVD ドライブについロホ、付属のに使用の麵こ』 
をご覧ください。 

• r 起動対象外」に表示されているデバイスからは起動でをません。このため、優先順位ち変更でをません。 



つてみる 
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セットアップユーテイ IJ テイ 



設定を保をして終了 

設定内容を保をして終了しまず。 

設定を保をしないで終了 

設定内容を保をしないで終了しまず。 

デフオルト設定 

セットアップユーティ U ティを工場出荷時の設定に戻しまず。 

-ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動した場 
合、この項目は表71^されません。 

設定を戻ず 

変更刖の設定民します。 

設定を保をずる 

設定内容を保をしまず。 

八ードディスク1」カバ1」一/消去 

工場出荷時の状態に戻しまず。または八ードディスクの内容を消去しま 
す。 

-実行ずる前に、必ず r 再インストールずる（八ードディスクリカ 
パ'1」一)」（今48ページ）または r 本機の廃棄 • 譲渡時にデータを 
消去ずる」（今54ページ）をお読みください。 

-ユーヴーパスワードでセットアップユーティ U ティを起動した場 
合、この項目は表71^されません。 



つてみる 
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使用-保管-お手入れについて 


使用/保管に適した環境 



持ち運ぶとき 




お手入れ 


平らで落下のおそれびない場所 

コンピューターを立てて置かないでください。倒れると、本体に衝撃び加わり誤動 
作や故障の原因にな0まず。 

使用時の温度： 5で〜35で 湿度： 30 %RH - 80 %RH (結露なきこと） 
保管時の温度：-20で〜60で湿度： 30 % RH 〜90 %RH (結露なきこと） 

-上記温度、湿度の範囲内であってち、低温、高温、高湿度など極端に偏った環境 
で長期間使い続けると、製品の劣化により製品寿命び短くなるおそれびありま 
す。 

磁気を発生ずるをの、および磁気カードなどから離れた場所 
-磁石、磁気ブレスレットなどの近くには置かないでください。 

-本機は左図の丸印の位置に磁石を使用していまず。磁気カードなどび触れた状態 
にしないでください。 


♦おすすめします 

• AC アダプターと、予備のバッテ U —パック（別売 0) を用意ずる。 

• SD メモ U —カードなどにデータのバックアップをとる。 

♦お守りください 

• 電源を切る。 

• 外部装置やケーブル、本体か b 突き出た PC カード（左図 A)、SD メモ U —カードを 
すべて取り外ず。 

• ディスプレイを閉じ、ラッチ部分（今13ページ）びきちんとかみ合っていること 
を確認ずる。 

ディスプレイやディスプレイの周りのキャビネット部を持って運ばない。（左図 B ) 
• 落としたり机のちなど硬いちのにぶつけたりしない。 

• 航空機利用時 

-コンピューターやディスクなどは、手荷物として持つ。 

-航空機内の使用は、航空会社の指示に従ラ。 

• 予備のバッテ U - パック刷売り）は、コネクター保護のためビニール袋などに入れる。 
• 液晶部分び破損ずるおそれびあるため、バッテ U - パックを取り外しているとさ、 
ディスプレイを閉じた上から必要じ(上の力を加えない。また、この状態でかばんな 
どに入れて持ち運ぶとさち、満員電車などで力びかからないよラに気を付ける。 


ディスプレイ/ホイールパッドのお手入れ： 

ガーゼなどの乾いた柔日かい巧で軽くふいてください。 

ディスプレイし U 外の部分/ホイールパッドに巧れび付着した場合：水または水で薄 
めた台所用洗剤（中性）に浸した柔らかい巧をかたくしぼってやさしく巧れをふさ 
取ってください。中性の台所用洗剤 LU 外の洗剤（弱アルカ U 性洗剤など）を使用ず 
ると、塗装びはげるなど、塗装面に影響を与えることびありまず。 




ベンジンやシンナー、消畫用アルコールなどは使わないでください。塗装びは 
げるなど、塗装面に影響を与える場合びありまず。また、市販のク U —ナーや 
化粧品の中にち、塗装面に影響を与える成分び含まれている場合びありまず。 
水や洗剤を直接かけたり、スプレーで噴さかけたりしないでください。液び内 
部に入ると、誤動作や故障の原因にな0まず。 


守って快適に 
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Windows について 


Windows の設定、インス I ルしているアプ U ケーシヨンソフトやドライバーによっ 
て、 Windows のメニユーや表示び本書と異なる場合びありまず。 

また、パスワード U セツト機能（今18ページ）など一部の機能び動作しない場合びあ 
りまず。その場合、次の項目の他、本書や付属の『困ったときの Q & A 』、 Windows の 
ヘルプ（今11ページ)、アプ U ケーシヨンソフトやドライバーに付属の説明書などか 
日、該当ずる項目をご覧ください。 


ユーザーの□グオン. □グオフの方法を変更する 


[スタート]- [コント □ー ルノ（ネル]- [ ユーヴーアカウント]- [ ユーザーの□グオンや 
□グオフの方法を変更ずる]をク U ックし、「よラこそ画面を使用ずる」または「ユー 
ヴーの簡易切り替えを使用ずる」にチェックマークを付けている場合と付けていない 
場合では、操作び異なりまず。 

♦ようこそ画面を使用する/使用しない 

この項目にチェックマークを付けている場合と付けていない場合では、 Windows 起動 
時および終了時の操作び異なりまず。 

•工場出荷時はチェックマークび付いた状態（使用ずる）になっていまず。 

• SD 力ード設定（今^『操作マニュアル』「第3章 ： SD メモ U - 力ードによ 
るセキュ U ティ機能」）で 「 Windows の□グオン時に使用ずる」に設定している 
場合は、よラこそ画面は使用でをません。 

♦ユーザーの簡易切り替えを使用する/使用しない 


回ユーサーの巧る切り替えをほ巧するの 

ユーザーの巧易切り替えを使うと、プ□クラムをすべて閱 
やく切りをえできます。を]のユーザ-び傲がそわった徽夕 



尸■•-一 - : 'n 才ノす一-を r"- 巧しまで 

] がモ—瓜 一 

おな面を宙巧;’臣’挪で W ント电巧ゎウ巧微でコンビ 1 づこ D 财ンて-巧す。だ 
巧け穿(ななこは ■ この Si 巧オフし—して.ユ-ヴ-®巧りント宅のル ii 虫 63 テンが 
&オンブ〇シブトむ巧して巧 ？ U 


囚ユーザ-の田《切0■え toe 田すが E ) 

ユーザー®巧易切口首え泌うと,フ□おム S すへて南 W てら* gi の;！ー ザ- 巧りン hAttJ 
* W 咖» えけ S も 則の 1- サ-巧 化倘わ巧宙 は .6 好®アサ?ン怕均口 ■えけさす， 


] Hf, 池〕 


この設定にチェックマークを付ける（使用ずる）と、複数のユープーびコンピューター 
を使用している場合、 □グオンし直さずに別のユーヴーに切り替えることびできまず。 
本書では、チェックマークを付けている場合の手順で説明しまず。 

次の場合はユープーの簡易切り替えを使用ずることびでさません。 

• 「よラこそ画面を使用ずる」にチェックマークを付けていない場合 
• ネットワークのドメインに参加している場合 

• SD 力ード設定（今^『操作マニュアル』 r 第3章 ： SD メモ U - 力ードによるセ 
キュ U ティ機能」）で 「 Windows の□グオン時に使用ずる」に設定している場合 

アプ U ケーシヨンソフトによっては、この機能を使ラとコンピューターび正しく動作 
しない場合びありまず。 

また、ユーヴーの簡易切り替え機能を使って別のユーヴーに切り替えると、画面の設 
定びでをな<なる場合びありまず。その場合は、簡易切り替え機能を使わずに、ずべ 
てのユーヴーを□グオフした後、コンピューターを再起動してください。 


守って快適に 
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セキユ u テイセンター 


Windows を]ンピユーターウイルスなどによる被害から守るため、 Windows セキユリ 
テイセンター機能をお使いください。 

Windows セキュリテイセンターについて 


Windows セキュ U ティセンターとは 

" Windows のセキュ U ティ情報を一元管巧ずる機能"で、ウィルス対策などの 
Windows のセキュ U ティ設定びより安全に行われているかを監視しまず。 

コンピューターウィルスなどによる被害か b Windows を守るため、 「 Windows セ 
キュ U ティセンター」機能をお使いください。 

[ スタート]-[コント□ールパネル]- [ セキュ U ティセンター]をク U ックずると、 
次のセキュ U ティ関連の現在の設定び表示されまず。 

• Windows ファイアウォール 

外部ネットワーク（インターネットなど）経由の不正なアクセスからコンピュー 
ターを保護ずるためのセキュ U ティ機能でず。 

外部ネットワークとの間でやり取りされるデータを規制して、認め日れている 
データじ(外は通過でさないよラにずる働さをしまず。 

お買い上げ時は、ち効に設定されていまず。 

-自動更新 

インターネットに接続していれば、セキュ U ティの更新など、重要な更新び行わ 
れているかを定期的に確認し、自動的にインストールして最新の状態にずる機能 
でず 

-ウィルス対策 

ウィルス対策ソフトびインストールされているかどラか、およびウィルス対策ソ 
フトのパージョンび最新かどうかなどを定期的に確認ずる機能でず。 

ポップアップブ□ック機能について 


Windows では、 Web 上のコンテンツに巧ずるセキュ U ティ機能び強化されていまず。 
そのひとつに「ポップアップブ□ック機能」びあり、この機能により Web ページび表 
示されなくなる場合びあ0まず。 

r ポップアップブ□ック機能」について詳しくは、付属の『困ったときの Q&AJ rweb 
ページの表示びおかしい」をご覧ください。 



忙キュリティたンター 


已回因 

巧セキュリティ t ンター 


のじ申山テ<18$5©11で¥*す。王/む-巧巧話すな:化 cmiD 

S 3打'るこ巧 HE して巧な'。 B 玉抑防っていが'：«ち江 Mg 

なもテがぶ速を姑な躬 y ロ ル論のが、 



有効）。 
!さ^臟してください 。 
ンピュ-{ 15 自脚なこ居巧の{«拓な 


31 W ルス!巧ンつトウ巧が Windows でな化れ：的、;*をらか巧ん 

日 

它キュI斤ィの設定の管里 

^イン9—ネ•ノトオブシ a ン h a な更巧 
巧 Mndows 〕7ィァゥ T - ル 


守って快適に 


43 




ウイルス巧策について 


ウィルス巧策につしに詳しくは、^『セキユ U ティガイド』をご覧ください。 

ウイルス巧策ソフトマカフイー® -ウイルススキヤンをインストールずる 


デスクトップに M 競。び表示されているモデルのみマカフィー-ウイルススキヤンをイ 
ンス I -ールずることびできまず。 

マカフィー-ウイルススキヤンはコンピューターウィルスを検査、駆除ずるソフトで 
す。ご使用いただくために次の手順でインス I -ールおよびアップデートを行ってくだ 
さい。 

•。曲 fM 


• 最新のウィルスを検査、駆除ずるために必ずアップデートしてください。 

マカフィー-ウイルススキヤンを最新版のプ□グラムやパターンファイルに 
アップデートずるには、ユーヴー登録を行ラ必要びありまず。 

• ユーヴー登録およびアップデートにはインターネットに接続でさる環境び必要 
です。 

• ユーヴー登録にはメールアドレスび必要でず。 


① コンピューターの管理者の権限で□グオンずる。 

② デスクトップの M 胃，,(マカフィーウイルススキャンのセットアップ）をダブルク 
U ックずる。 

③ [はい]をク U ックずる。 

マカフィー-ウイルススキャンインス I -ールウィヴードの画面び表示されたら、 
[次へ]をク U ックして<ださい。 

インス I ''ールび始ま0まず。 

④ [世界ウイルス地図]の画面で、[はい、参加しまず]または[しルは、参加しません]を 
ク U ックして、[次へ]をク U ックずる。 

(郵便番号は入力できません。空白のまま[次へ]をク U ックしてください。） 

⑥[再起動]をク U ックずる。 

再起動後、タスクトレイに D 1 び表示されまず。 

(使い方については、タスクトレイの D 1 をダブルク U ックし、マカフィー•セキュ 
1」ティセンター画面のヘルプをご覧ください。） 

⑥タスクトレイの D 1 をちク U ックし、[更新]をク U ックして ユー ヴー登録を行ラ。 
画面に従って ユー ヴー登録をしてください。 ユー ヴー登録から90日間はアップ 
デートずることびでさまず。 

90曰び過ぎてち マ カフィー•ウイルススキャンはご使用になれまずび、アップデ ー 
卜びでをなくなり、最新のウィルスに対応でをなくなりまず。引を続さ、マカ 
フィー-ウイルススキャンのアップデ ー トをご利用の場合は、 マ カフィー-セキュ 
U テイセンターのメッセージに従い、セキュ U テイサービスの延長契約（ち償）を 
お申し込み < ださい。 

知5せ） 


• エラーメッセージび表おされた場合は、マカフィー•テクニカルサポートセン 
ター（今47ページ）にお問い合わせください。 


守って快適に 
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周巧機器の巧用/内蔵八ードディスクについて 


周辺機器の使用について 


コンピューター本体、周辺機器、ケーブル等の故障を防ぐため、なの点に注意してく 
ださい。 

また、本書および^『操作マニュアル』と合わせて、使用ずる周辺機器に付属の取 

扱説明書をご覧 < ださい。 

• 仕様に適合した周辺機器を使用ずる。 

• コネクターのお状、向をにま意して、正しく接続ずる。 

• 接続しにくい場合は無理に挿し込まず、もう一度コネクターのあ状、向き等を確認 
する。 

• 固定用のネジびある場合は、ネジを締める。 

• ケーブルを取り付けたまま持ち運んだり、ケーブルを強く引っ張ったりしない。 


内蔵八ードディスクのデータ保護のために 


次のことをお守0 < ださい。 

• コンピューター本体の取り扱いには十分ま意し、衝撃を与えない。 

八ードディスクは衝撃に弱く、破損ずるとデータや Windows およびアプ U ケーシヨ 
ンソフトび使えなくなることびありまず。 

• Windows やアプリケーシヨンソフトの動作中および A - ドディスク状態表示ラン 
プ目が点灯中は、電源を切5ない。 

八ー ドディスクのトラブルを避けるため、 [ スタート]メニューから電源を切って< 
ださい。（今22ページ） 

• 磁気を発生するもの（磁石、磁気ブレスレットなど）を近づけない。 

八ードディスクに保をされていたデータび消失ずるおそれびあ0まず。 

• 八ードディスクに保存している必要なデータは、万一の場合（故障、不本意なデー 
夕更新/消失など）に備えて SD メモリーカードなどに定期的にバックアップをと 

トラブル発生時の被害を最ル限に抑えるための有効な方法としておずずめしまず。 

• データの機密保護としてセキュリティ機能を活用ずる。 

(今^『操作マニュアル』 r 第3章： SD メモ U - 力ードによるセキュ U ティ機 
能」、『セキュ U テイガイド』） 

お知らせ3 


• 操作やデバイスへのアクセスびなく、八ードディスク状態表示ランプ昌び消え 
てしばらく （10 秒じ(内）したときや、スタンバイ•休止状態に入るとき 、 Windows 
終了時に、カツコンといラ音びずる場合びありまず。これは消費電力を抑えた 
り、衝撃から八ードディスクを保護ずるためにへツドび退避ずるとさの音で、 
故障ではあ0ません。 
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周辺機器の使用/巧蔵八ードディスクについて 


八ードディスク内のリカバリー用データ 


> Windows で使える領域 


C ハ-ドディスク 



リカバリー用データ領域 
(約3 G バイト） 


• 八ードディスク内の U カバ U —用データは絶対に削除しないで<ださい。 

本纖ホ、再インストール（コンピューターに何日かのトラブルび発生し正常に動作 
しなくなった場合などに行ラ）に必要な U カバ U —用データを八ードディスク内に 
格納していまず。この U カバ U —巧データは約3 G バイトありまず。 

誤って消去ずることを防ぐため、 U カバ U —用データ領域は通常の方法では表おさ 
れないよラになっていまずび、特別な手段を講じて、この領域を削除したり、領域 
内のデータを削除/変更またはデータを追加したりずると再インストールびでさ 
なくなりまず。絶巧にこれ日の操作を行わないでください。万一、削除してしまっ 
た場合などはご相談窓口にご相談ください。 

• U カバ U —用データは、他のメディアや外付けの八ードディスクなどにバックアッ 
プをとることはでさません。 

• U カバ U —用データ領域を通常のドライブとして、使用ずることはでさません。あ 
b かじめご了を< ださい。 

• 八ードディスク U カバ U - はダイナ S ックディスク（ディスク管理方式の一種）に 
は対応しておりません。ダイナミックディスクへの変換は行わないでください。 


八ードディスクのパーティション（領域）の変更 


I Windows で使える領域 


rF $ r ドディ喚 

① OS 用 


②データ用 


② -1 
② -2 


リカバリー用データ 


リカバリーが含まれて 
いる領域(約3 G バイト) 


この領域は絶対に削除 
しないでください。 


工場出荷時、八ードディスクのパーティションは1つでず。 

• ノ（ーティションを 2 つに分割ずる場合は、再インストールで ros 用とデータ用の 2 
つのノ（ーティションを作成して、 0 S 用ノ（ーティションに Windows を再インストー 
ルずる」 を実行してください。 

0 S 巧として最な限必要なパーティションのサイズは、再インス!-ール時に画面上 
でご確認ください。 

3つのノ（ーティションを作成したい場合は、再インストールで 0 S 巧とデータ用の 
2つのパーティションを作成した後、 Windows を起動し、「ディスクの管理」を使っ 
て2つ目のパーティション（左図②）を削除してから空いた領域にパーティション 
を2つ（左図②-1、② -2) 作成してください。 

なお' パーティシヨンは OS 巧も含め、 3 つまでにして < ださし、。 

データ用パーティション作成後、再インストールずるとさはじ(下の点に気を付けて 
<ださい。 

•最初のパーティション（① 0 S 用）に Windows を再インストールずる場合： 

感 のデータは維持されまず。 

ただし、「②データ巧」を3つに分割して4番目のパーティションを作成してい 
た場合、4番目のパーティション’ 1 は再インストールの際に U カバ U - 用データ 
領域として扱われるため、削除されまず。必ず、パーティションは 0 S 用ち含め、 
3つまでにして< ださい。 

-上記 LU 外の方法で再インス I -ールずる場合： 

①および②のデータはずべて削除されまず。 

特殊なちまでノティションを作成すると、 Windows 上で見える4番目のノティションと 
一致しない場合びあります。 
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アプリケーションの巧い合わせ巧 


本機に付属のアプ U ケーシヨンソフトび正しく動作しない場合、まず、付属の『困ったときの Q & A 』 および^嶋 
作マニュアル』第6章の各 Q & A や各アプ U ケーシヨンソフトのヘルプを十分にご確認ください。インターネットに接 
続できる場合は、各アプ U ケーシヨンソフトのメーカーのホームページにある、よくある質問などのサポート情報も 
ご参照ください。ここにち問題解ミ夫方法やヒントび記載されていない場合は、下記へお問い合わせください。 
お問い合わせの際には、必ず、お使いのコンピューターの状況をご連絡ください。 （2005 年9巧1日現在） 


マカフィ- 


.© 


ウイルススキヤン 

m 


(デスクトツプに，<赢び表示されている場合のみ） 

お問い合わせは当社ごホ目談窓口ではなく、下記にお問い合わせください。 


マカフィ- 


.© 


ウイルススキャンび付属しているコンピューターを購入されたお客様向けの窓口でず。 


マカフィー-カスタマオペレーションセンター 

登録方法に関ずるご相談やお客様登録情報の変更等、オペレーション上のお問い合わせをいただく窓口でず。 

-お問い合わせ時間帯：月〜金曜日9:00〜17:00 (祝祭日を除く） 

• 電話‘1: 0570 -030-088 

. E - maif 2 :カスタマオペレーションセンターへ E-mail でお問い合わせをご希望されるお客様は、下記サポートペー 
ジ内にあるお問い合わせフォームをご利用ください。 

• Web へーソ：お問し、合わせ才ーム http :// www . mcafeesecuritv . com / japan / mcafee / support / consumer _ contact.asp 

サポートへーゾ http :// www . mcafeesecurity . com / japan / mcafee / support / 

マカフィー-テクニカルサポートセンター 

ソフトウエアの操作方法や不具合等の技術的なお問い合わせをいただく窓口でず。 

• お問い合わせ時間帯：年中無休9:00〜21:00 
• 電話‘1: 0570 -060-033 

- E - maif 2 :テクニカルサポートへ E-mail でお問い合わせをご希望されるお客様は、下記サポートページ内にあるお 
問い合わせフォームをご利用ください。 

• Web ぺーン：お問し、合わせ 才ーム http :// www . mcafeesecuritv . com / japan / mcafee / support / contact.asp 

サポートへーゾ http :// www . mcafeesecuritv . com / japan / mcafee / support / 

‘ 1 FAX によるお問い合わせは受け付けておりません。 

つ E-mail の受信は24時間行ってお D ます。 

goo スティック（付属の『ご使用の前に』に goo スティックについての説明びある場合のみ） 
goo 事務局 

goo スティックに関するお問い合わせをいただく窓口でず。 

-お問い合わせ時間帯：巧〜金曜日10:00〜17:00 (年末年始、祝祭日を除く） 

• 電話‘3 : 045-848-4190 

• E-mail : inTo@goo.ne.Jp 

• Web ぺージ： http :// stick . goo . ne . jp / 

’ 3 FAX によるお問い合わせは受け付けておりません。 


そのほかの導入済みソフトウエア 

本書および付属の『ご使用の前に』の r 保証とアフターサ- 
様ごホ目談センター」までお願いいたしまず。 


-ビス」に記載されている「パナソニックパソコンお客 


また、次の手順で「パナソニックパソコンお客様ご相談センター」へのお問い合わせ先をご確認いただけまず。 

① [スタート]をク U ックし、[マイコンピュータ]をちク U ックして、[プ□パティ]をク U ックずる。 

② [サポート情報]をク U ックずる。 

お問い合わせの際には必ず、「お問い合わせの前にご確認ください」（今61ページ）をお読みください。 
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再インス I ^ ー ルする 


( A - ドディスクリカバリー) 


インス I -ールしたアプ U ケーションやメールの履歴などお客様び作成したデータは、他のメディアや外付けの八ード 

ディスクへ必ずノ（ックアップをとっておいてください。 

再インス!-ールを実行ずると、八ードディスクの内容は消去され、工場出荷時の状態に戻りまず。 

• データ用のパーティションを作成していた場合でち、予期しない誤動作/誤操作によりデータび消去されるおそ 
_れびありまず。_ 

♦再インストールとは 

八ードディスクをフォーマットして、 Windows をインストールし直ずことでず。 

♦再インストールび必要な場合 

• Windows び起動しなくなったり、 Windows の動作び不安定になって修復できない場合 
•八ードディスクを2 つの )(ーテイシヨンに分割して使用ずる場合 


♦次の点を確認ずる 

• 周辺機器および SD メモ U - 力ードは、ずべて取り外してください。特に、 USB フ 
□ッピーディスクドライブや USB 接続の CD/DVD ドライブを接続したままでは、 
再インス I -ールび正常に行われない場合びありまずので、必ず取り外してくださ 
い。 

• ハードディスク U カバ U —はダイナ S ックディスク（ディスク管理方式の一種）に 
は巧応しておりません。ダイナミックディスクへの変換は行わないでください。 

• ノ（ーティションテーブルの 第4 エント U -にある ノ（ーティション’ 1 のデータは 削除 
されますので、ハードディスクし U 外の場所（他のメディアや外付けの八ードディス 
クなど）にバックアップをとっておいてください。 

• バックアップをとるときは、ドライブ名を確認してください。パーティションの順 
蚕やドライブ名は、パーティションの構成や周辺機器の接続、パーティションを作 
成したとさの条件により変動しまず。 

確認方法の一例 

[スタート]をク U ックし、[マイコンピュータ]をちク U ックして、[管理]-[ディ 
スクの管理]をク U ックずる。 

特殊なち法でノティションを作成すると、 Windows 上で見える4番目のノてーティションと 
一致しない場合びあります。 


♦再インストールの流れ 


セツトアップユーティ U ティを工場出荷時の設定に戻ず。 


本 


再インス!ルずる。（約10分） 


Windows のセツトアップを行ラ。 


本 


セツトアップユーテイ U テイの設定を変更ずる。（必要な場合のみ） 


インターネットに接続できる場合は、 Windows Update を行う。 


(今^『セキュ U ティガイド』「ステップ2」） 


再インスIルの前に 
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再インストールする 


•。'刷 M 


八ードディスクのパーティション（領域）を変更ずる場合 
-八ードディスク内には、再インス!-ールに必要な U カバ U —用データを格納 
している領域びありまず。この領域は、保護のため、パーティション操作ツー 
ルなどを使った方法では表示ち削除ちでさないよラになっていまず。しかし、 
特殊な方法を使った場合は、この領域ち削除されるおそれびありまず。削除 
すると工場出荷時の状態に戻せな<なりまずので、絶対に削除しないで<だ 
さい。 （今 46ぺージ） 

• 0 S 用も含め、パーティションは3つまでにしてください。 （今 46ページ） 





Phoenix 田 0S セット 


田 SfSS して WT 
因!しないで gT 
デ；7♦ルト H 至 


1§ 額十も ， 


因定 esci»si；g 巧し£ 


設定を保存して終了 
設定を保存しないで終了 
デフオルト設を 
設定を戻す 


設定をイ呆存する） 


ハードディスクリカバリー/ミ肖モ 


AC アダプターを 接続す る。 

再インス!ルの途中で電源を切ったり、 【 CtH 】 + 【 JUt 】 + 【 De リ を巧ず 
などして、再インストールを中止しないでください。 Windows び起動しなく 
なったり、データび消失して再インス I -ールを実行でさなくなったりずるお 
それびありまず。 

セットアップユーティ U ティの設定を工場出荷時の設定に戻 
す。 

お買い上げ時の状態から設定を変更して使っていた場合は、変更した設定を 
メモしてお < ことをおずずめしまず。 

①コンピューターの電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び表おされている 
間に扣2】を巧し、セットアップユーティ U ティを起動ずる。 

• パスワードを設定している場合は、次の画面で、スーパーバイヴーパ 
スワードを入力し、 [ Enter ] を巧してください。 


② 【 f 9】 を巧ず。 

なの画面で[はい]を選び、 [ Enter ] を巧して<ださい。 

セットアップ確認 
デフオルト値を □— ドしますか？ 


圓] 


[いし、え] 


③【令】と【今】を使って「終了」メニューに移動し、【♦】と【少】を使っ 
て5行目の[設定を保をずる]を選んで [ Enter ] を巧ず。 

確認のメッセージび表示されまずので、[はい]を還び、 [ Enter ] を巧し 
て < ださい。 

• 51ページの手順 4 び完了ずるまでは、セットアップユーテイ U テイの 
設定を変更しないでください。 

• セットアップユーテイ U テイび終了してコンピューターび再起動して 
しまった場合、1行目の「設定を保をして終了」を選んでいまず。コ 
ンピューターの電源を切0、手順①からや0直して<ださい。 



バスワードを入力してくださし、 
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再インス I ルする 


KS£Si 存して*7 
«ま S* 再しないで*7 
デフオルト*(ち 
e 宝 S* す 
因定 5S 巧ずる 


-ドディスウめ巧吾を 
出苗げ担に民します. 
または./、ードディスク 
の肉吾 £* 去します. 


設をを保存して終了 
設定を保存しないで終了 
デフオルト設定 
設定を戻す 
設定を保存する 

( M - ドディスクリカバリー/消去^ 


ス 


④【个】と【少】を使って6行目の「ハードディスク U カバ U -/ 消去」を 

選び、 [ Enter ] を巧ず。 

確認のメッセージび表示されまずので、[はい]を選び、 [ Enter ] を巧し 
て < ださい。 

• 次の場合は、ごホ目談窓口にご相談ください。 

-「八ードディスク U カバ U —/消去」び表示されない 
•再インス! -- ル（またはリカバリー）用ファイルに不整合びありま 
ずといラメッセージび表おされる 

八ードディスク内の U カバ U —用データ領域び削除されていた0、再 
インス I -ールに必要なファイルび壊れていたりずる場合びありまず。 

• ノ（ーティションテーブルの第4エント U - にノ（ーティションびあるこ 
とをおすホいメッセージび表おされた場合 

-すでに該当のノ（ーティションのデータをパ'ックアップ済みの場合 
[ はい]を選ぶ。 

ノ（ーティションは消去されまず。 

-まだ該当のノ（ーティションのデータをノ（ックアップしていない場合 
[ いいえ]を還ぶ。 

操作は中止され、セットアップユーティ U ティの画面に戻りまず。 
あらかじめ、八ードディスクじ(外の場所に、該当のパーティション 
のデータをバックアップしておいてください。（今48ページ） 


再インストールする。 

①け】を巧して「1.【1」カバ1」一】」を実行ずる。 
( LU 降の画面はずべて一例でず。） 



• 再インス!''ールを実行ずるための条件び表示されまず。 


②同意ずる場合はけ】を巧し、同意しない場合は【2】を巧ず。 
• 【1】 を巧ずとメニューび表示されまず。 

• 【2】を巧ずと再インストールを中止しまず。 


■ 


本ソフトウェアを使用して再インストールを実行するためには，化下のを文に 
同意していただく必要があります。 

(1) 本ソフトウェアは、お貢い上け•時のパーソナル コン ピューターとハードディスク 
ドライブとの組み合わせでのみ使用できます。他の組み合わせで使用することは 
できません。 

(2) ハードディスクリカバリーシステムに含まれたマイクロソフト製品を使用する 
ためには、本を文への同意とは別に、マイクロソフト製品の使用許諾契約への 

同意が必要でず。 

1 . はい、上記の条文に同意します。化理を統けます。 

2. いいえ、上記の条文には同意しません。化理を中断します。 

香号を選択してください。〉〉 一 
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③再インストールの方法を還ぶ。 


• お買い上げ時の状態に戻ず場合 
【1】 を巧ず。 

• パーティシヨンを2つ （0S 用とデータ用）に分割ずる場合 
【2】 を巧ず。 


0S 用パーティションのサイズ （G バイト単位）を数字で入力し、 

[Enter] を巧ず。 

• 0 (ゼ □) を入力ずると、操作を中止ずることびできまず。 

-利用でをる最大のサイズから入力した数字を引いた値びデータ用 
パーティションのサイズになりまず。（データ用は1 G バイトじ(上） 
機種により、設定でをる最大のサイズは異なりまず。 

• ノ（ーティション構成を変更せず、最ネリのノ（ーティションに Windows を 
再インストールずる場合 
【3】 を巧ず。 

-最初のパーティションのサイズは約6 G バイト LU 上必要でず。ルさ 
なノ（ーティションには再インスI-ールできません。 

④確認のメッセージび表示されまずので、再インス!-ールを実行ずるには 
【Y】 を巧ず。 

• 再インス!-ールび始まりまず。 

• 再インストールの途中で電源を切ったり、 [Ctrl] + 【AK】 + 【Del】 
を巧すなどして、再インストールを中止しないでください。 Windows 
び起動しなくなったり、データび消失して再インスI-ールを実行でさ 
な < なった0ずるおそれびあ0まず。 


⑤ r 再インスI-ールを終了しました」といラメッセージび表示されまずので、 
何かキーを巧してコンピューターの電源を切る。 



ス 


コンピユーターの電源を入れ、 Windows のセットアップを行ラ。 
(今15ぺージ） 


どれかキーを押すと電源が切れまず。 


再インストールを終了しました。 

電源を入れ直すと Windows ( R ) 本本本本のセツトアツプが始まります。 


[ Y . Nl ?_ 


再イ ンス トール OS : Windows 本本本本 

ハードディスクのデータはすべてなくなります。 

ハードディスクのデータをすべて消去し、 Windows を再インストールしますか？ 


:〈ださい。»_ 


番号を選択 


再イ ンス トール OS : Windows 本本本本 

1. ハードディスク全体を工場出荷状態に戻す。 

2. OS 用とデータ用の2つのパーテイションを作成して、 OS 巧パーティションに 
Windows を再インス I —ルする。 

(既存のパーティションはすべてなくなります。） 

3. 最初のパーテイシヨンに Windows を再インス I ルする。 

0. 再インス I —ルを中止する。 


番号を選おしてください。 
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再インス I ルする 




セットアップユーティ U ティを起動して、必要に応じて設定を 
変をオる 

(パスワード、日付、時間を除くずべての設定は、工場出荷時の状態に戻って 
います。） 




インターネットに接続できる場合は 、 Windows Update を行う。 

(今^『セキュ U テイガイド』「ステップ2」） 


A - ドディスクドライブのドライブ文字を変更ずる 


なの手順で八ードディスクドライブのドライブ文字を変更ずることびでさまず。 

• C ドライブ（起動ドライブ）は、ドライブ文宇を変更できません。 

• A ドライブ、 B ドライブ、 C ドライブには変更できません。また、他の機器び使用中 
のドライブ文字やネットワークに割り当てられたドライブ文字ち使用できません。 

• アプ U ケーションソフトをインストールずる前に設定してください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-障理 
ツール]をク U ックして、[コンピュータの管理]をダブルク U ックずる。 

② [記憶測の[ディスクの管埋をク U ックずる。 

③ 八ードディスクのパーティションをちク U ックして、 [ ドライブ文字とパスの変 
更]をク U ックずる。 

④ [変更]をク U ックずる。 

⑥[次のドライブ文字を割0当てる]をク1」ックし、新しいドライブ文字を設定し 
て、 [ OK ] をク U ックずる。 

⑥確認メッセージび表示されたら、[はい]をク U ックずる。 






ソフトウ I アほ用許諾書 


お客様は、本ソフトウェア（コンピューター本体に内蔵の八ードディスク、付属 
のマニュアルや CD - ROM / DVD - ROM などに記録または記載された情報のことを 
いいます）の使用権を得ることはでさまずび、特許権、著作権またはその他一切 
の権利は弊社び巧ちずるちのであり、お客様に移転ずるちのではありません。 


第云ちの使用 


お客様は、ち償あるいは無償を問わず、本ソフトウェアおよびコピーしたちのを 
第=ちに譲渡あるいは使用させることはでさません。 


コピーの 制限 


本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）を目的とした1回に限定され 
よ9 〇 


使用コンピューター 本ソフトウェアは、本コンピュータ ー 1台での使用とし、他のコンピューターで 

使用することはできません。 


解析、変更または改造 


本ソフトウェアの解析、変更または改造などを行わないでください。お客様の解 
析、変更または改造により、万一何 b かの欠陥またはお客様に巧ずる損害び生じ 
たとしてを弊社および販売店などは一切の保証-責任を負いません。 


アフターサービス 


お客様び使巧中、本ソフトウェアに不具合び発生した場合、弊社窓口まで電話ま 
たは文書でお問い合わせくだされば、お問い合わせの不具合に関して、弊社び知 
り得た内容の誤り（バグ）や使用方法の改良など必要な情報をお知らせいたしま 
す。 


本ソフトウエアに関ずる弊社および販売店などの責任は、上記第6条に限りまず。 
本ソフトウエアのご使用にあたり生じたお客様の損害および第=ちからのお客様 
に対する請求については、弊社および販売店などに故意または重過失びない限り、 
弊社および販売店などはその責任を負いません。 


合意管轄 


本ソフトウェアの使用に関して、訴訟の必要び生じた場合、お客様および弊社は 
弊社の本社所在地を管轄する裁判所に巧してのみ訴えを提起ずることびでさるち 
のとします。 


準拠法 


本ソフトウエアの使用はあ b ゆる面において曰本国の法律に支配され、かつそれ 
に従って解釈されるものとしまず。 


輸出管理 


お客様び、本ソフトウェアを日本国外に持ち出される場合、国内外の輸出管理に 
関連ずる法規を順守して< ださい。 
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本機の廃棄-譲渡時にデータを消去する 


八ードディスクデータ消'去ユーティ U ティを利用ずれば、内蔵八ードディスク （ U カバ U —用データ領域を除く）に 
保をされているずベてのデータやソフトウエアを、復元でさないよラに消去でをまず。本機を廃棄または譲渡ずる場 
合などにご利用ください。 


八ードディスクデータ消モユーティ U ティは、データを上書をずる方法でデータを消去していまずび、予期せめ誤動 
作あるいは誤操作により完全に消去できない場合びありまず。また、特殊な機器により読み出される可能性もありま 
す。機密度の高いデータを消去ずる必要びある場合は、専門業者に消去を依頼してください。また、このユーティ U 
ティの使用により生じたお客様の損害については補償いたしかねまず。 


一夕消去の前に 


♦次の点を確認ずる 

• 必ず、 AC アダプターを接続してください。 

• 内蔵八ードディスクにのみち効でず。外付け八ードディスクには働をません。 
• 実行ずると八ードディスクからは起動しなくなりまず。 

• 損傷している八ードディスクのデータは消去でをません。 

• パーティションを指定してデータを消去ずることはでさません。 

• U カバ1」一用データは消去されません。 


一夕をすべて消去する 


① コンピューターの電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されている 
間に 【 f 2】 を巧し、セットアップユーティ U ティを起動ずる。 
パスワードを設定している場合は、左の画面で、スーパーバイヴーパス 
ワードを入力し、 tnter 】 を巧してください。ユーヴーパスワードでは、 
手順③の[八ードディスク U カバ U —/消去]び表示されません。 

② 【 f 9】 を巧ず。 

セットアップ確認の画面で[はい]を還び、 tnter 】 を巧して<ださい。 


③【令】と【今】を使って「終了」メニューに移動し、【个】と【少】を使っ 
て6行目の[八ードディスク U カバ U -/ 消去]を選んで [ Enter ] を巧ず。 
確認のメッセージび表示されまずので、[はい]を選び、 [ Enter ] を巧し 
て < ださい。 

• 次の場合は、ご相談窓口にごホ目談ください。 

-[八ードディスク U カバ U —/消去]び表示されない 
•再インス!ル（またはリカバリー）用ファイルに不整合びありま 
ずといラメッセージび表示される 

八ードディスク内の U カバ U —用データ領域び削除されていた0、再 
インス I -ールに必要なファイルび壊れていたりずる場合びありまず。 

• ノ（ーティションテーブルの第4エント U - にノ（ーティションびあるこ 
とをおすホいメッセージび表おされた場合 

-すでに該当のノ（ーティションのデータをノ（ックアップ済みの場合 
[ はい]を選ぶ。 

ノ（ーティションは消去されまず。 

-まだ該当のノ（ーティションのデータをノ（ックアップしていない場合 
[ いいえ]を還ぶ。 

操作は中止され、セットアップユーティ U ティの画面に戻0まず。 
あらかじめ、八ードディスクじ(外の場所に、該当のパーティション 
のデータをバックアップしておいてください。（今48ページ） 


セツトアップ確認 


デフオルト値をロー ドしますか^ 


「阻 


[いいえ] 


PhoenixBIOS セツトアップユーテイリテイ 


S ま 5* 巧して*7 
B ま SS 存しないで »T 
デフオルト占舌 
田ま SS ず 
田ま & S ちず古 


-ドディスウめ巧有を 
出巧な田に戻します. 
または， "ー ドディスク 
の內吾 E ; ■ちします。 


設定を保存して終了 
設定を保存しないでが T 
デフオルト設定 
設定を戻す 
設定を保存する 


【ハードディ义クリカバリー/消ち） 
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④ r 番号を選択して < ださい」といラメッセージび表示されまずので、【2】 
を巧して「2. 【 HDD 消去】」を実行ずる。 

(【田】（ゼ □) を巧ずと、操作を中止ずることびできまず。） 

確認のメッセージび表示されまず。 

(D [ Y ] を巧ず。 

八ードディスクデータ消去ユーティ U ティび起動しまず。 

( LU 降の画面はずべて一例でず。） 

⑧「<<<スタートメニュー>>>」で tnter 】 を巧ず。 


ハードデイスクデータ消去ユーテイリテイ Version *.*** 本 

(の **** 松下電器産業株式会社 


く〈くスタートメニュー>〉〉 

ハー ドディスクデータ消去 ユー ティリティは ハー ドディスク上のデータを 
全て上書きすることにより消去しまず。 

必要なデータはバックアップを作成してください。 

メッセージに従って操作キーを選択して< ださい。 

(次へ： Enter キ ー， 中止：その他のキ ー）... _ 


⑦消去にかかるおおよその時間など、メッセージの内容を確認してから 

【 Space 】 を巧ず。 


ハード ディスク データ 消去 ユー ティリティ Version *.**** 

(の +*** 松下電器産業株式会社 

«くドライブリスト》> 

0 :ドライブ：セクタ—総数 ：********(********) 

ディスク容量 ：が*** MB . 

(おがらせ） 

ハードディスクデータ消去ユーティリティがずベてのデータを消去するために 
およそ**分から ** 分かかります。 

コン ピューターが AC 電源で動作していることを確認して〈ださい。 

M - ドディスクデータ消去ユーティリティを実行しますか？ 

(はい：スぺースキー,いいえ：その他キ ー) _ 


⑧メッセージの内容を確認してか日 tnter 】 を巧ず。 


ハードディスクデータ消去ユーティリティ Vers ion *.**** 

似 **** 松下電器産業株式会せ 

くくくドライプリスト》> 

0 :ドライブ:セクター総数 • ******** ( 去*去*#*本*) 

ディスク容量 ：***** MB . 

(おならせ） 

ハードディスクデータ消去ユーティリティがすべてのデータを消去するために 
およそ**分から ** 分かかります。 

コンピューターカ 《 AC 電源で動作していることを確認して〈ださい。 

ハードディスクデータ消'去ユーティリティを実行しますかマ 
(はい：スぺースキー,いいえ：その他キ ー)... [はい] 

(お知らせ） 

ハードディスクデータ消去ユ-ティリティを実行するとデータは元に戻り 
ません。 Enter キーを押すとデータ消去を開始します。 

ハードディスクデータ消去ユーティリティを実行しますかマ 
(実行： Enter キー，中止：その他のキー）_ 


八ー ドディスクのデータ消去び開始されまず。 

• 万一、途中でデータ消去を中断ずる場合は 、 【CtrU +【0】を巧して 
中断ずることびでをまずび、ずでに消去されたデータは復元されませ 
ん。 

⑨ r 八ードディスクのデータは消去されました」といラメッセージび表おさ 
れたら、何かキーを巧してコンピューターの電源を切る。 

• 何らかの原因で完了でさなかった場合は、エラーメッセージび表おさ 
れます。 
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仕様 巨本国内専用 


本製品（付属品を含む）は日本国内仕様であり、海外の規格などには準拠しておりません。 


• 本体仕様 


大 

切 

な 

情 

報 


機種名 

CF-T4HW4AXR CF-T4HW4AXP 

CPU/ 

2なキャッシュメモ U- 

インテル® Pentium® M プ□セッヴ超化電圧★版753、オンダイ L2 キャッシュ -2 M バイト‘ 1 、 

動作周波数1 .20 GHz、 フロントサイド•バス400 MHz 

チップセット 

インテル® 915 GMS Express チップセット 

インメモ U — 

標準512 M バイト‘1 DDR2 SDRAM (最大1024 M バイト‘リ 

ビデオメモ U — 

最大128 M バイト‘1(メインメモ U- と共用）‘2 

八ードディスクドライブ 

60 G バイト*3 (Ultra ATA100) 

上記容量のラち約3 G バイト‘ 3 は U カバ U —用データ領域として使用（ユーヴー使用不可） 

表示方式 

12.1 型 TFT カラー液晶 XGA (1024 X 768ドット） 


内部 LCD 表示 

1024 X 768ドット：約1677万色‘ * 

外部ディスプレイ表示‘ 5 

800 X 600ドット、1024 X 768ドット、1280 X 768ドット、1280 X 1024ドット、1600 X 1200 
ドット、2048 X1536ドット：約1677万色 

本体+外部ディスプレイ 
同時表示 ts 

800 X 600ドット、1024 X 768ドット：約1677万色‘4 

無線 LAN 

インテル® PRO/Wireless 2915 ABG IEEE 802.1 1a (J52/W52/W53) 化 /g 準拠 （4 58ぺージ） 

LAN*® 

100BASE-TX / 10BASE-T 

モデム‘ 7 

データ： 56 kbps (V.90) FAX : 14.4 kbps/ ボイス非対応 （■» 58ぺージ） 

サウンド機能 

PCM 音源 （16 ビットステレオ）、モノラルスピーカー 

セキユ1」ティチップ 

TPM (TCG V1'1b 準拠） 

カードス□ット 

PC 力ードス□ット (TYPE n ) X 1スロット (CardBus 対応、許容電流 3.3 V : 400 mA. 5 V ： 400 mA) 
SD メモ U- 力ードス□ット‘8 X1スロット（著作権保護技術対応） 

化張メモ U- ス□ット 

DDR2 172ピンマイクロ DIMM X 1スロット （1.8 V / PC2-3200 / DDR2 SDRAM)*® 

インターフエース 

USB コネクターX 2 (USB2.0 X 2)*10 
モデムコネクター (RJ-11)’7 

LAN コネクター （RJ-45)* 已 

外部ディスプレイコネクター（アナログ RGB ミニ Dsub 15ピン） 

マイク入力端子（モノラル5ニジャック M3 (プラグインパワー対応)） 

オーディオ出力端モ（ステレオ5ニジャック M3) 

キーボード/ 
ポインティングデバイス 

OADG 準拠キーボード （85 キー ) 、キーピッチ： 19mm (横)/ 16mm (縦 ）（ 一部キーを除く）/ 
ホイールノてッド 

電源 

AC アダプターまたはノ くッテ U —パック 

AC アダプター‘" 

入力： AC 100V 〜240 V、50 Hz/ 60 Hz、 出力： DC 16 V、2.5 A、 電源コードは 100 V 専用 

バッテ U —パック 

11.1 V (Li-ion)、7.65Ah 


バッテ U- 駆動時間‘ 12 

約12時間（エコノ =-モード (ECO) 無効時） 

バッテ U- 充電時間‘13 

約5時間（電源オフ時）/約7時間（電源オン時） 

消費電力/ 

エネルギー消費効率‘ 1 4 

最大約40 W‘15 / S 区分0.00023 

(社）電モ情報技術産業協会情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基づ<定格入力電力 
値： 24 W 

外形寸法 

幅268 mm X奥行き210.4 mm X高さ 24.9 mm / 44.3 mm (前部/後部）ま起部除く 

質量 >16 

約1260 g 

使用環境条件 

温度： 5で〜35で 

湿度： 30 %RH 〜80 %RH (結露なきこと） 

0S*" 

Microsoft® Windows® XP Professional Service Pack 2 セキユ U ティ強化機能搭載 (NTFS ファイル 
システム） 
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• 本体仕様 


機種名 

CF - T 4 HW 4 AXR CF - T 4 HW 4 AXP 

導入済みソフトウェア‘17 

Microsoft ® Internet Explorer 6 Service Pack 2 / Adobe Reader / DMI ビユーア ー/ Microsoft ® 
Windows ® Media Player 10 / DirectX 9.0 c / Microsoft ® Windows ® Movie Maker 2.1 / Microsoft ⑥ .NET 
Framework 1.1/ ネットセレクター/ SD ユーティ U ティ/ホイールパッドユーティ U ティ/省電力設 
定ユーティ U ティ/各種プ□バイダーオンラインサインアップ （ hi - ho 、 DION )/ フォントサイズ拡 
大ユーティ U ティ/ズームビューア ー/ NumLock お知らせ/無線 LAN 切り替えユーティ U ティ/ 
Hotkey 設定/エコノミーモード （ ECO ) 切り替えユーティ U ティ/バッテ U — 残量表示補正ユーティ 

U ティ / PC 情報ビューア ー/ マカフィー®-ウイルススキャン "' S / goo スティック / Wireless 
Manager mobile edition 2.0 つ9 / Infineon TPM Professional Package V 1.7 SP 4*^° / PC-Diagnostic 
ユーティ U ティ >21 

セットアップユーティ U ティ/八ードディスクデータ消去ユーティ U ティ‘ 22 


★ 既存のインテルほ電圧版に比べて、さらに電圧レベルをほ下。 

*1 1 M バイト=1,048,576パイト。 

*2 コンピューターの動作状況により、メインメモ U - の一部び自動的に害の当てられます。サイズを設定しておくことはできません。 
っ1 G バイト=1,000,000,000バイト。 OS または一部のアプ U ケーシヨンソフトでは、これよりもルさな数値で G バイト表示され 
る場合びあります。ディスクユーティ U ティなど使用時は NTFS 対応のものをご使用ください。 

‘ 4 グラフィックアクセラレーターのディヴ U ング機能を使用して約1677万色表示を実現しています。 

‘5接続するが部ディスプレイによっては表示でをない場合びあります。解像度、 U フレッシュレートについては、パナソニックパ 
ソコンのヴポートぺージ （ http :// askpc . panasonic . co . jp / index . html ) の「よくある質問」をご覧ください。 

でコネクターのお状によっては使用でをないものびあります。 

‘ 7 モデムは一般電話回線専用です。56 kbps はデータ受信時の理論値です。データ送信時は 33.6 kbps び最大速度です。 

‘ 8 容量2 G バイトまでの Panasonic 製 SD メモ U — 力ードの動作を確認済み。本機の SD メモ U — 力ードスロットによる転送レー 
卜は8 M バイト/砂です（理論値であり、実効連度とは異なります)。高速な転送レートに対応した SD メモ U —カードをお使 
いの場合でも8 M バイト/砂です。すべての SD 機器との動作をな証するをのではありません。 

マルチメディアカードは動作しません。巧入しないでください。 

で RAM モジュールを増設する際は、 DDR 2 対応であることを確認してください。 

JEDEC 規格の214ピンマイクロ DIMM は使用できません。 PC 2100、 PC 2700の172ピンマイクロ DIMM は使用できません。 
USB 対応のすべての周辺機器の動作を保証するちのではありません。 

‘ 11 本製品は一般家庭用の電源コードを使用するため、 AC 100 V のコンセントに接続して使用してください。7ぺージ） 

‘ 12 J 曰 TA バッテ U - 動作時間測定法 ( Ver .1.0) による駆動時間。バッテ U — 駆動時間は動作環境-システム設定により変動しま 
す。エコノ 5—モード （ ECO ) 有効に設定しているとをの駆動時間は、無効時の約8割になります。（今27ページ） 

‘ 13 バッテ U —充電時間は動作環境-システム設定によりを動します。完全放電したバッテ U —を充電すると時間びかかる場合びあ 
0ます。 

‘ 14 エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定ち法により測定された消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除したちのです。 
‘け電源び切れていてバッテ U —び満充電や充電していないとさは約 1.5 W 。 

‘ 16 平均値。各製品で質量び異なる場合びあります。 

‘ 17 本機はインストール済み OS (かでは動作な証しておりません。 

‘ 18 ご使用前にユーヴー登録び必要です。ユーヴー登録から90曰間無償で r ウイルス定義ファイル」のアップデートサービスおよ 
びサポートびご利用いただけます。引を続をマカフィー® -ウイルススキャンのアップデートをご利用の場合は、マカフィー- 
セキュ U ティセンターのメッセージに従い、セキュ U ティヴービスの延長契約（有償）をお申し込みください。 

‘ 19 ワイヤレスお写用アプ U ケーシヨンソフト（パナソニック液晶プロジェクター TH - LB 10 NT / TH - LB 20 NT とワイヤレス接続する 

とさに使います。）（み^『操作マニュアル』 r 第4章：無線 LAN で通信する」） 

で〇お使いになるにはインストールび必要です。（今^『セキュ U ティガイド』） 

’ 2 1起動方法は付属の『困ったとさの Q & A 』 をご覽ください。 

*22 セットアップユーティ U ティから実行するユーティ U ティ。 
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仕様 


• 無線 LAN 


データ転送速度 

IEEE 802.11 a ; 54 Mbps / 48 Mbps / % Mbps / 24 Mbps / 18 Mbps /12 Mbps / 9 Mbps / 6 Mbps (自動切替） 23 
IEEE 802.11 b : 11 Mbps / 5.5 Mbps / 2 Mbps / 1 Mbps (自動切替）* 23 

IEEE 802.11 g : 54 Mbps / 48 Mbps / % Mbps / 24 Mbps / 18 Mbps /12 Mbps / 9 Mbps / 6 Mbps (自動切誓） 23 

準拠規格 

ARIB STD - T66 / ARIB STD - T 71 / RCR STD -33 

IEEE 802.1 1 a ( J 52/ W 52/ W 53) / IEEE 802.11 b / IEEE 802.1 1 g (無線 LAN 標準プロトコル） 

伝送方式 

OFDM ち式、 DSSS ち式 

有効距離' 24 

IEEE 802.11 a :見通し約 30 m 、 IEEE 802.11 b/g :見通し約50 m (アクセスポイントとの通信時） 

使用無線チャンネル 

インフラストラクチャ通信モード ： IEEE 802.1 1 a : 34 / 38 / 42 / 46チャンネル （ J 52)、 

36/40/44/48チャンネル （ W 52)、 

52/56/60/64チャンネル ( W 53) 

IEEE 802.11 b/g :1〜13チャンネル 

ad hoc 通信モード： IEEE 802.11 a : 36/40/44/48チャンネル 

IEEE 802.11 b/g :1〜13チャンネル 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯域 （2.4 GHz 〜2.4835 GHz ) 、5 GHz 帯域 （5. 15 GHz 〜 5.35 GHz) つち 


* の IEEE 802.11 a / b/g 規格の理論上の最大値であ D 、実際のデータ転送速度を示すちのではありません。 

‘ 24 有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプ U ケーシヨンソフト、 OS など 
の使用条件によって異なります。 

心 IEEE 802.1 1 a 準拠の無線 LAN は、無線通信に 5 GHz 帯を使用しています。 5 GHz 帯の無線 LAN は、 

電波法の規制により、屋外および曰本国外では使用でをません。 

• 本機のモデムは次の国または地域の規格に準拠していまず。 

アイスランド、アメリカ、アルゼンチン、イギリス、イスラエル、イタリア、オーストラリア、オースト U ア、才 
ランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、ク□アチア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、ス□バキア、 
ス□ベニア、台湾、チェコ、チリ、中国、デンマーク、ドイツ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、フィリピ 
ン、フィンランド、ブラジル、フランス、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、マレーシア、 U ヒテンシュ 
タイン、ルクセンブルク （2005 年9月1日現街 

• バッテ U —残量表示補正にかかる時間は次のとおりでず。 

-満充電にかかる時間：最大約5時間 
-完全放電にかかる時間：約7時間 


IEEE 802.11 b/g 
IEEE 802.1 1a 
J52]W52IW53 
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消耗品 • ち寿命部品について 


コンピューターの部品は、使用しているラちに少しずつ劣化•磨耗しまず。また、一部の部品の劣化•磨耗び原因 
で、製品としての性能び十分に発揮されない場合びありまず。 

コンピューターを長く、安全に使用していただくためには、劣化-磨耗した部品を交換ずることび必要でず。 
当社では、劣化-磨耗の進み方の違いによって、部品を消耗品とち寿命部品に分類して扱っていまず。 


種類 

部品 

備考 

消耗品 

ルッテ1」ーパック 

-お客様ご自身で購入し、交換していただく部品でず。 
•保証期間内でちち償でず。 

有寿命部品 

八ードディスクドライブ 

LCD (液晶ディスプレイ） 

キーボード 

AC アダプター 

U チウム電池 

•修理による再生びでさない場合馆 K 品の寿命）に交換 
ずる部品でず。 

-保証期間内の修理は無償でずび、部品の寿命による交 
換は、有償になる場合びありまず。 

※ち寿命部品の交換の目安は、事務室で8時間/1日、250 
曰/1年の使用で約5年でず。ただし、昼夜連続して使 
用するなど、使用状態によっては保証期間内でち部品 
の寿命による交換び必要になる場合びありまず（ち償 
になる場合びありまず）。 
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巧証と アフターサービス 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

\ お申し付けください / 


転居や贈答品などでお困りの場合は… 

♦修理は、 r 修理に関ずるご相談窓口」へ！ 

♦その他のお問い合わせは、 r お客様ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お 
買い上げの販売店か b お受け取0 <ださい。よ<お読 
みの後、保をして< ださい。 

保証期間：お買い上げ曰か日本体1年間 
[消耗品（バッテ U —パック）を除く] 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この パーソナルコンピューターの 補修用性能 
部品を、製造巧ち切0後6年保ちしていまず。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずる 
ために必要な部品でず。 

■海外での使用について 

本製品は日本国内仕様であり、海外の規格などには準 
拠しておりません。海外での使用について、当社では 
一切責任を負いかねまず。 

また、当社では本製品に関ずる海外でのアフターサー 
ビスおよび消耗品、別売り品の供給は行っておりませ 
ん。 

This product cannot be used in foreign country as 
designed for Japan only . 


_ 修理を依頼されるとき_ 

『困ったときの Q & AJ および『操作マニュアル』「困ったときは」に従ってご確認の後、直らないときは、まず電源プ 
ラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


♦保証期間中は 

保証書の規定に従って修理をさせていたださまずので、 
恐れ入りまずび、製品に保証書を添えてご持参、または 
修理に関ずるご相談窓口にご相談ください。 
♦保証期間を過ぎているとさは 
修理すれば使用でをる製品については、ご希望によりち 
料で修理させていたださまず。 


参修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代などで構成されていまず。 
支術料 I は、診断-故障個所の修理および部品の交換 • 
調整-修理完了時の点検などの作業に 
かかる費用でず。 

部品代 I は、修理に使用した部品および補助が料代 
でず。 


お問い合わせの前に、必ずちページの内容を1 

ご確認 < ださい。 



大 

切 

な 
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修理に関するご相談 


商品についてのお問い合わせは 



J くナソニックパソコンお客様ご相談センター 

付属の『ご使用の前に』の 


電話 器; ル函0120 -873029 

r 保 iE とアフターサービス」を 


FAX (06)6905-5079 

ご覧ください。 


365日/受付9時〜20時 

\_ J 


^ (バソコン製品の使い方や技術のなご質問ち承っております。）^ 


(日本国内からのお問い合わせのみ）2005年9月1日現在 


♦詳しくは、付属のに使用の師こ』 r 保証とアフターヴービス」をご覧ください。 
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お問い合わせの前にご確認ください。 

ブお問い合わせの内容は次の項目ではありませんか？ 


2 


3 


電源び入 b ない 

► 

• RAM モジュールを増設している場合は、 RAM モジュールを取り外し 
て再度電源を入れて < ださい。 

画面に黒い点や、色び付いてい 
る点びある 

► 

• これは故障ではあ0ませんので、あらかじめご了を<ださい。詳し< 
は、『困ったとさの Q & A 』 「画面表示の Q & A 」 をご覧ください。 

-パスワードび入力でさない 


• 因ランプび点なしている場合は、テンキーモードになっていまず。 

-アルファベットのキーを巧 
してち数字び入力される 

► 

[NumLk] キーを巧して田ランプび点口していないことを確認した 
後、再度入力して<ださい。 

Word や Excel が入つてし、なし'' 

► 

• Microsoft ® Office Word や Microsoft ® Office Excel を使うには、 
Microsoft ® Office Personal Edition 2003が必要です。付属の『ご使用 
の前に』をご覧ください。 

画面び暗<なった 

► 

• 【 fn 】 + 扣 2 】 を巧ずと、画面を明るくずることびでさまず。 

バッテ U —の駆動時間び短い 
(仕様に記載の駆動時間まで 

► 

• バッテ U —の駆動時間は使用環境によって大きく変わりまず。詳しく 

は' 巧 1 『操作マニュアル』または JEITA のホームぺージ （ http :// 
it . jeita . or . jp / mobile /) をご覧く ださい。 

バッテ U —びちたない） 


付属の『困ったとさの Q&A』 をご覧いただけましたか？ 

電源び入らない、画面び表おされないなど、問題解まの方法を記載していまず。 

■コンピューターの電源び入る場合：^『操作マニュアル』ちご覧ください。 

•インターネットに接続できる場合： 

r パナソニック PC のホームページ」の 「FAQ (よくある質問)」もご覧ください。 

① インターネットに接続ずる。 

② [お気に入り]-[パナソニックお勧めのサイト]-[パナソニック PC のホームページ]をク U ックずる。 

③ [FAQ (よくある質問） ] をク U ックずる。 

[FAQ (よくある質問） ] びこの画面にない場合は、[サポート]-[よくある質問 （ FAQ )] をク U ックし 
てください。 （2005 年9月1日現沿 

アプ U ケーシヨンソフトウェアまたは接続している周辺機器の問題ですか？ 

• ソフトび起動しない、操作びねからないなどは、アプ U ケーシヨンソフトのヘルプやソフトウェアに付属 
の説明書をご覧ください。また製造元へのお問い合わせ（電話サポートやインターネット上の FAQ など） 
ちご利用 < ださい。 

■周辺機器び認識されない、動かないなどは、周辺機器に付属の説明書や製造元へのお問い合わせ（電話サ 
ポートやインターネット上の FAQ など）をご利用ください。 


上記を確認してち解決でをない場合 


必ず、機種品番をご確認のうえ、お問い合わせ 
<ださい。 

機種品番は、本体底面の Panasonic □ゴマークの下に記載されて 
います。 

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 


Panasonic 

品番： CF-T 4000000 : 

<本体底面イメージ> 



松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残ずことびありまず。また、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託ずる場合 
や正当な理由びある場合を除を、第=ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。 


お問い合わせの前にご確認ください。 
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修理依巧表 


にの用紙をコピーしてご依お内容をご i 队のうえ、保 i 正書とともに、槪里されるパーソナル 
コンピューターに添付していただをまずよ5お願いいたしまず。） 


日ごろはパナソニックパーソナルコンピューターをご愛顧いただき、まことにありびとラございまず。 

修理のためにお客様の商品をお預かりさせていただ<にあたり、次の内容についてご承諾のラえ、必要事項のご記入 
をお願いいたしまず。 

[パナソニックパーソナルコンピューターの修理をご要望されるお客様へのお願い] 

1. データを バックアップ のうえ消去して<ださし、 ※障害により操作できなしせ易合は、そのままお預かりします。 
お客様よりお預かりいたしまずコンピューターの取り扱いには細むのま意をしておりまずび、八ードディスク 
内にデータび残っていた場合、運送途中、をしくは鸦社での修理のために八ードディスク内のデータび消える 
ことびありまず。また、状況によっては、コンピューター運送中における八ードディスク内のデータ紛失•漏 
洩などび生じることち考えられまず。このよラな場合、弊社は一切の責任を負ラことはでさませんので、あら 
かじめご了承いただをまずよラお願いいたしまず。 

したびいまして、常日ごろか日定期的に八ードディスク内のデータのバックアップをお取りいただをまずとと 
ちに、修理に出される前には万一に備え、お客様ご自身にて必要なデータのバックアップをお取りいただいた 
ラえで消去ずることをお願いいたしまず。 ^ 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) をお使いの場合は、『内蔵セキュ U ティチップ ( TPM ) ご利用の手引 
き』をご覧ください。 

2. 八ードディスクの初が化についてご確認<ださい 

お預かりいたしまずコンピューターの故障状況によりましては、修理のため八ードディスクを初期化ずること 
び必要になる場合びありまず。この初期化について、次のとおり、お客様のご同意の確認をさせていたださま 
ずので、ご記入いたださまずよラご協力をお願いいたしまず。 

なお、巧期化により、八ードディスク内に記録されているお客様のずべてのデータおよびソフトウエアび消去 
されますことをご了承 < ださい。 

3. パスワードを解除しておいて<ださい 

症状を確認ずることびできるように、起動時のパスワードと八ードディスク保護を無効にしておいてください。 


ご依頼日： 20 年 


月 曰 


フ U ガナ 

お名前 


電話番号 （ ） 一 

FAX 番号 （ ） 一 

ご住所 

干 

商品品番 

(製造番号： ） 

お買いホめ年月日 年月日 

お買いまめの販売店名 

電話番号 （ ) 一 


♦故障内容を教えて < ださい：じ(下に/を入れてください 
□起動しない □画面び表示されない □エラー画面び表おされる □その他 

♦具体的な故障内容をご記入ください 
①どのよラな症状でずか（でさるだけ詳しくご記入ください） 

③その症状はどんな操作をしたときに起こりまずか 

③症状の発生頻度を教えてください： LU 下に/を入れてください 
□常時 □曰に数回 □週に数回 □不定期に □過去に発生した 

♦八ードディスク内のデータのバックアップおよびそのデータの消去はお済みでずか：じ(下に/を入れてください 
□実施した□実施していない（上記のお願い事項1 . をご確認ください） 

参「八ードディスクの初期化について」：じ(下に/を入れてください 
□同意する □同意しない（修巧ずることびでさず、そのままご返却させていただく場合びありまず） 

♦ち償修理のお客様へ（無料修理のお客様は記入不要でず） 

修理限度額： LU 下に/を入れてください 

□なし0 3万円（税込） LU 下0 5万円（税込） LU 下 ns 万円（税込） LU 下 □ _万円（税込）し U 下 
f へー ドディスク内のデータについて 

【コンピューターの障害やお客様にて八ードディスク内のデータ消去びでさない場合に適応】 

コンピューターの修理を行ラ際、症状確認-解析等で八ードディスク内のデータファイルを必要最な限の範囲で開 
くことや、八ードディスクを交換ずることびございまず。これら八ードディスク内のデータはお客様の秘密情報と 
V して適切な管理を行い、第=ちに開示、漏洩、公表ずることはございません。 
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• Microsoft とその□コ '、 Windows、Windows □コ'、 
Outlook は、米国 Microsoft Corporation の米国及びそ 
の他の国における登録商標でず。 

• Intel、Pentium は、米国 Intel Corporation の商標また 

は登録商標でず。 

• PhoenixBIOS は 、 Phoenix Technologies Ltd . の商標ま 

たは登録商標でず。 

• SD □ゴは商標でず 。 SSH 

• Adobe、Adobe □コ '、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の商標でず。 

• McAfee 、 VirusScan およびマカフイーは米国法人 
McAfee , Inc . またはその関係会社の登録商標でず。 

-ホイールパッドは、松下電器産業株式会社の登録商標 
でず。 


重要なお知らせ 

• お客様の使用誤り、その他異常な条件下での使用に 
より生じた損害、および本機の使用または使用不能 
から生ずる付随的な損害について、当社は一切責任 
を負いません。 

• 本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機 
器、その他人命に関わる機器/装置/システムでの 
使用を意図しておりません。本機をこれらの機器/ 
装置/システムなどに使用され生じた損害につい 
て、当社は一切責任を負いません。 

• お客様または第=ちび本機の操作を誤ったとさ、静 
電気等のノイズの影響を受けたとさ、または故障/ 
修理のとさなどに、本機に記憶または保をされた 
データ等び変化/消失ずるおそれびありまず。大切 
なデータおよびソフトウエアを思わめトラブルから 
守るために、「守って快適に」（今41~46ぺージ） 
の内容にま意してください。 


• 本書の内容に関しましては、事前に予告なしに変更 
することびありまず。 

• 本書の内容の一部またはずベてを無断転載ずること 
を禁止しまず。 

• 落 T 、 乱 T はお取0替えしまず。 

• 本書のサンプルで使われている氏名、住所などは架 
空のちのでず。 

• 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合びあ 
りまず。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 
( VCCI ) の基準にきづくクラス B 情報技術装置でず。こ 
の装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまず 
び、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引き起こずことびありまず。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


• 本装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定め 
たノ（ーソナルコンピユーターの瞬時電圧な下対策規 
格を満足しておりまず。しかし、本規格の基準を上 
回る瞬時電圧な下に巧しては、不都合び生じる場合 
びありまず。 

• 漏洩電流について、この装置は、社団法人電モ情 
報技術産業協会のパソコン業界基準 ( PC -11-1988) 
に適合しておりまず。 


日本国内で無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
この機器の使用周波数帯では、電モレンジ等の産業•科 
学 • 医療巧機器のほか工場の製造ライン等で使用されて 
いる移動体識別用の構内無線局（免許を要ずる無線局） 
および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）び運 
用されています。 

① この機器を使用ずる前に、近<で移動体識別用の構 
内無線局および特定ル電力無線局び運用されていな 
いことを確認してください。 

② 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に巧 
して電波干渉のき例び発生した場合には、速やかに 
使用周波数を変更ずるか、または電波の発射を停止 
したラえ、ごホ目談窓口にご連絡いただを、ミ屋信回避 
のための処置等（例えばノ（ーティシヨンの設置など） 
についてごホ目談< ださい。 

③ その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無 
線局に巧して電波干渉の事例び発生した場合など何 
かお困りのことび起きたとをには、ご相談窓口にお 
問い合わせください。 

この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （2400 から 
2 眉吗2483.5 MHz ) を使用ずる直接拡散 ( DS ) 方式 
~ /直交周波数分割多重変調 （ OF ) の無線装置 

で、干渉距離び約40 m であることを意味しま 
す。 


5 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
5 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外で 
使用でさません。また、曰本国外では使用でさません。 
(今58ぺージ） 


当社は国際エネルギースター 
プ□グラムの参加事業ちとし 
て、本製品び国際エネルギー 
スタープ□グラムの対象製品 
に関する基準を満たしている 
と判断しまず。 


国際エネルギー スター プ□グラムは、コンピューターを 
はじめとしたオフィ ス 機器の省エネルギー化推進のた 
めの国際的なプ□グラムでず。このプ□グラムは、エネ 
ルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品 
の開発、普及の促進を目的としたをので、き業者の自主 
判断により参加ずることびでさる任意制度となってい 
ます。対象となる製品はコンピューター、ディスプレ 
イ、プリンター、ファクシミ U および複写機などの才 
フィス機器で、それぞれの基準な日びにマーク（ロゴ) 
は参加各国の間で統一されていまず。 
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本書に記載びない説明は、^『操作マニュアル』（今11ページ）や、付属の『困ったときの Q & A 』 に記載されて 
いることびありまずので、そちらちご覧ください。 
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